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は じ めに

この報告害は、佐賀県農業基鯰整偏軍業の実施に先立ち、裡蔵文化財の確認躙査を行なった

結果についてまとめたものです。

県教打委U会では．文化財の保護と農菜生産碁盤の整偏事業との調整を図るため、専栗尖施

に先立って莉認霞査を行い、その結栄に基づいて文化財の保護行政を迭めております。

平成2年度につきましても関係各位のこ協力のもとに、車業計画予定地内における埋蔵文化

財の存否について確認調査を行ったところ、縄文時代から近世に至る多くの遺跡の存在が確認

されました。この調査結果を踏まえ、県及び関係市町村の晨林姐当部局との間で文化財の保護

と農業甚盤整漏事業との調和について協議し、関係各位の御努力によって多くの遺跡を後世に

伝えるとともに発掲詞査による記位保存が可能となりました。

また、同時掲載しております発掘調査（＊関査）の記述については、平成元年度に実施した確

認調査によ ってその所在を確認した遺跡のうち、基槃整偏の設計変更等による文化財の保頷措

孟を尽くした結果、最終的に平成 2年度において発掘割査に至ったものの概要約告であり、そ

の調査成果の一端を紹介するものです。

調査にあたって、文化庁 ・ 黒晨林部 • 関係市町村の教育委只会・土地改良担当課並びに地元

の皆様から深い御理解とこ協力を翡り．お陰をもちまして埋蔵文化財の保護について所期の従

命を呆たすことができました。関係各位に対し、心からお礼申し上げます。

平成4年 3月31日

佐賀1¥1教育委員会

教育長堤 清 行



例 言

l. *;i}'は国J収補助を受け、平成 2年度及び翌 3年度に施工計画の佐賀JI!農業基槃整偏事業に

先行して、平成2年度に実施した確認調査並びに本濶査の成果をまとめたものである。

2. 確認調査は関係市町村教'f.l委且会の協力を得て、佐n県教r-1委員会が実施Lた。

3. 遺構の実測及び''J.具撮影は各調査いが行った。

4. 遺物の整理 ・実測 ・製図 ・報告苔作成1乍棠は1左双II!教打委且会文化財諜で行った。

図面 .l'J. 真のレイアウト 、 トレース

」:.i龍光+・三好文子 ・ 光石逸子 ・ 江~~芙恵子 ・山n芙佐子

5. 本啓の執箱は下記の分祖で行った。また、執浄に当たっては各詞査姐当者より提出された

r確認調査結果報告杏」並びに r発掘潤査実紐報告啓」を参芍にした。なお各剖往但当者

には必妥に応じてこ教示を載いた。

l、II、111.V・・・・・・・・・・・・松尾古邸

IV-I、2・・……• •••石ほ新次 IV-3、4・………••久山邸史 IV-5 ... 山 川 正・Ill中 正 弘

IV・・.. ・・-6・・・ …太田 駐 IV-7・・・・・・・・・・・・・・・1f.(田 大介 IV-8、9・・・・・・・・・・・・鶴田 浩二

IV-10…..... …久保伸洋 IV-11-13・ …· •Ji.~ 実 IV-14・・・・・・ ……塩 安伯

IV-15、17.. …•••前田 達'.JJ IV-16、18、19…西田 巌 IV-20-22・・・・・・木島 tn治

IV-23-25 ...... 福田義彦 IV-26 …••……·牟田裕二 IV-27 …•••••••••平吟文博

IV-28 ……•• ・・・加田 陸忠 IV-29-31・・・・・・ 渡部俊哉 IV-32 ......... … 立 石 泰 久

IV-33-36・ …・・ffl島龍太 IV-37・ ……•••••藤井 t註I IV-38・・ ………•宮武正登

6. 本害の編集は松尾古店が担当したが平成元年度報告芥を修正、加箱して実施した。

凡 例

I. JTJいた方位は地図が座ほ北、返構図は磁北である．

2. 挿図中の記•;}で． ■は追情 ・ 遺物包含州が検出された試揺溝

0は迫掃 ・追物包含附が検出されなかった試抱溝を示す。
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I. 調査に至る経過

I. 平成3年度施行予定の農栗碁鯰整偏事菜計画に件う文化財確認調査

(I)農業碁槃整備事業施行計画に係る協議

本mにおいては、阻農林部所管及び市町村所管の農業碁聾整ほ11,菜に係る埋蔵文化財の保護

については.J阻農林部とm教脊委且会との間で確認した「農業基鯰整備事業に係る埋蔵文化財

の保護に関する確認事項j(昭和53年締結、昭和59年改正）に碁づき．協議調整を行っている。

平成 3年度農粟甚盤整燐事業施行計両については、平成元年9月下句に農地整偏諜 ・農菜振

興課・建設鉱害課から施行予定地の図面を添え｀文化課に協埠があった。

この施行計画に係る埋蔵文化財確認潤査の対象面積は合計7邸.4地に逹した。地区別で兄る

と．佐買東部地区（、科栖市 ・中原町 ・上雌町 ・神埼町）160. 7ha、佐買西部地区（佐n市・多久

市 ・）1111,1町）471ha、佐＂南部 地区（鹿島市 ・臼石町 ・布明町・ 太良町） 65.3ha、佐n北部地区

（伊万毘市 ・西布田町 ・相知町 ・浜王町）6.4畑、佐賀上場地区 (I甘津市 ・鎮西町 ・玄海町 ・肥

前町）85畑である。 1関係する農業基槃整偏11,業として、県込・11i1場整偏事業・千拓地等農地整備事

菜・瓜営土地改良総合整f炉じ栗・団体営園場整ほ11>業・団体営土地改良総合整編11>:業をはじめ、

塁栗構造改菩事菜 ・山村揖躾農林漁菜対策事業 ・農菜整偏11,菜 ・農地等鉱屯復IB事業 ・民1i林

林道111l設事栗など多岐にわたっている。

また九州農政/.. j所での、国営上場水和1軍業に伴う文化財の取り扱いに関する協請 (I汁津市 ・

鎮西町・肥前町）．水沢源開発公団所管の筑後）II下流用水事業に伴う文化財協議（」”．蜂町 ・諸訂

町 ・千代田町）もなされた。

(2)文化財確認調査

協議を受けた事業計両地区（エ区）の設計図に関して、まず工区内にJ.ll知の文化財が所在し

ているかどうかを遺跡地図等によって確認するとともに、 関係市町村の文化財担当尊門哀Uか

ら埋蔵文化財に関する情報の収集を行うほか、遺跡が立地 し得る自然条件にあるかどうかとい

った点も含めて、 11,前の検討作業を行った。

そして、各事菜計画地区について、関係市町村教育委fl会の文化財祖当斑且とともに現地踏

査を実施して検討を頂ね．その沢料を基に確認潤査が心要な地区 ・地点（表 I)を決定した。

確認岡査の実施にあたり、関係市町村の教育委n会・ 土地改良姐当課、及びM農林部の関係

,r. 謬 ・各農林事務所との「平成 3年度農業碁槃整鑓:ii,菜に係る文化財の保護に関する協議会j

（第 1回）を.JI!教'(_f委且会の主催によ り上場地区については10月22日、下湯地区については

10月26EIにそれぞれ1111催した。協蹟会においては全体協議の後、市町村毎に関係名による個別

協講の場を設け、事菜計画の慨衷説明、現地踏査等の検討結果の報告、 確認調査の円滑な実施

等に当たっての打ち合わせを行った．
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文化財確認鯛査は、上場地方及びi!!i松浦郡守の船刈りが早く終了する市町村では10月下旬か

ら開始し、その池の市町村でも変の種蒔き時期との関係で、II月中旬までには実施した。確認

調査には、屈則として 2mX2mの試揺溝（トレンチ）を20m間隔に碁槃目状に設定し｀埋蔵文

化財の有撫、性格、分布範囲等を綱査する方法を採用した．

(3)農業基槃整偏事棠と文化財保護に係る協護

罰森によって事業計画地（エ区）内で確認された遺跡は、佐賀東部地区358,JOOm'、佐賀西部

地区208,090m'、佐賀南部地区4,000而、佐賀北部地区0m'、佐賀上場地区580m'の合計570,770

吋である。

この確認調査の結果のもとに、関係市町村教汀委J.1会が主体となって個別協譲を実施し、基

盤整偏工事が遺跡に影響を及ばす地点については、水路位置の変更・盛土による田為面の謀」••

げ・ 1111場の区画変更守の設計変更を中心に、技術的 ・経済的に可能な保存方法を検討し、事業

計画と文化財保護に関する悶整を図った。 この間、農林傭には数度にわたる設叶変更に関して

積極的に対処していただいた．

このような個別協蹟を経て、 12月198に第2回目の「農業基盤整偏邪業に係る文化財の保護

に関する協議会」を開催し、平成3年度の半業計画と文化財保護との位終的な調整を行った。

この結果、遺跡の存在が確認された地区の大部分については盛土工法等の採用による遺跡の

現状保存が可能となり、一方工法上の保護措置が困難な117,439m'については平成3年度に発

掘覇査を実施して記録保存を行うことになった。

また平成2年度に関係各市町村教育委R会が実施した発掘調査（表2)は、平成元年度に確

認調査を実施し、農業基槃整偏ホ棠祖当部局との協謙を経た結果、記鎌保存で対応することに

なったものの一覧である。
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表 1 農襲基盤整備事集施行予定地区内文化財確認調査一覧表 （平成 2年度実施）

地区 m町村名 工'~ 嶋区名 所 在 地 匹調釦！象遍偵<"'>I 潤 査 紀 采 1Jl 当 r; ~ 
Iら栖 ~1 A 晒 北 製 (Ill 涌） ＾ 栖 叩IJ漏町字五木谷. klflfi. 這庵 9.1 古•nu~ftの集藷惰 石 嬌 li本谷遠陰．山捕古墳群

“栖北高 （賽父） ＾栖m畳父•r字古還輪．塩ぽ・↑駁.,字蔚Ill、平1、平町 18.S 弥生9さ代～平安畔代の集浴鯰 石鳩 費父遠停． ドヽ瓜頂田遠鉢.'"貶屈山遺淋、平町途搾

“ 
栖 i'i 母 “栖市l'Ui•f <1.3 追終Ii浪認されなかった ヤ石遣""・tf副遺肝

岱 中似町＇ 中恥 ~t 認 （綬 II!) 三費必1:11中~.町大字原古JI字拾徳．松谷、六水谷 17.5 弥生一古墳咋代の集硲" ,I: Ill む谷遺終．拾臼遁駐、岩崎遁鰭

i ’’’屈 ~t 駕 （ぶ霧） ー甍基瓢,1,1§町大字ば古n字一本桜．臼虎谷．杉谷 9.2 古l,ll時代のl,ll峯 ); ID ＊騒古墳n.ー水谷古1u,
•I• 屈 ill 聟 -餐基冨l•lli町**Iii古 a:;:-*松. C, 本松．水迅 6.0 過楕は罐認されなかった 大 IU

上峰 •r ..t 峰 北 謬 三養基認上峰町大字臭キ迎瓜 16.0 縄文一古墳峙Itの集窮" 松尾・Iii.田 i¥蘊遣格．虔土a
神関町 神 埼 （祇 Ill t,;() 神崎已檜埼町:kT-尾崎

゜
汗良·~代の8道鈴 松 尾 lfM違終• 森/*遣終・ 舷原遺轄．小林遺紐．既Ill原逮騎

神 埼 （城 ~n 神J介lll!f埼町大字椒頴 13.0 占•n時代の填厖 ·•l•lltの絨鉢 八尋 絨森三本谷北遺＂．．械原 ＝本谷＂遠鯰．誡原二本谷西遺跨

佐 Itiii 久 保 泉 東 饗 佐lt11i久(~J氾r大字/II久保:t,I(隈. l/iff. Ill編外 勾.3 分生-•l•I量の崖紺昂 iili 旧 It.Ill々 遺＂、熊 *dJ逍％．東高田遺14-.控木遣践

久 保 泉 酉 想 佐fl•I/久保鼠町人字ヒ和JII字徳人、 ＊字Ill久保外 <2.8 弥生ー中良の纂沿悶 前 111 兌琶駄遺鯰. JI(場遺紐，羅木野遺恥

食 ;r_ ill 濾 佐n,r.金立町大字干布 26.0 弥生峙ftの鼠藉蹟 ＊ ぷ で布 ＊烈木追1¥1

食 -1. 北 部 佐fljじ金.1t•rx字食jY, ]9.0 弥生～中1量の集沼＂ * I¥ 大野瓜遁紐

; I 
~t Ill 閾 佐ff1111tJII訊町＊字売法 Jo.0 ,,, 債～近ぽの出窪％ 福 01 晟

巨 勢 佐n,1112,,町大字;o;n, お，0 遣欝I~確ばされなかっI,; 福 Ill
兵 "' ill 細 佐町h兵庫'"字I字,r.111苓、巨勢町大字四Ill?-夏贔 26,0 体生砥の島漏” 品川 牟Ill寄過防

域 l'l 笥 佐買llii!!i与n•「大墨外．＊庄町＊字高太郎 31.0 遺蘇は罐Eされなかった 惚宮

域 丙 第 佐買；＂本庄町＊＊籠ノ＋．＊字正塁 49.0 遺11,lil確Eされなかった 徳窪

多 久市

“ 
＊ )II 内 多久,IT~t多久町大字小f!/7-~*III内 5,5 中世の暴沼銹 平 〇 硲木Jllf'!ill,l

川 II•r ,,, 
副 ,,, 伽 佐買郎川副町＊＊西古n 砧.7 中世～近世の集預紅 尺 ＊ 鰭江遺院

!II 馴 北 部 佐貨昴川馴町大字1面宮字JI(古II.:/<'I'm毘字坂井 •0.0 遺鯰1;罐認されなかった 樋 n 東古n遺騎

屍 Sl,・,r, 蜆 ,ti 西 悶I 庇4,11大字11』濱．大＊＊城 65.7 遺紐は確認されなかった 箪田 誡平這＂・大平遣終

h 石 •r 自 石 丙 第 三 It•!\郡臼石町大字逸I 江字—•＊松籠 9.0 近貴の墳葺 籟 紐

I 区

臼 石 西 第 四 tti、1111臼石町**島法字島涜 18.0 弥生～祭良·~代のl11落紐 濱部 塩山遠恥

太良町 江 1員l 鋤津罪太良町大字多凡字江国 1., 這柊は緯紐されなかった 樋 n,~ 峰 蔦律郡大g町＊＊多良字片., 5.1 遠陪は渾四されなかった 樋 n
中 l1f 藝律記火良町大字多良字中的 2.3 追終は憧Uされなかった 樋 Cl

糸岐 JII Iii ぼ道J 藝埠郡;!(fl町大ヤ糸岐字111111 (0.3) 遺跡は確認されなかった f,i ti 

さ・1 ＊ 線 （林 這） 轟i鼻 :l<fl町＊字糸岐字ti* (2.3) 遺跡は11111されなかった 樋口

布明 •r 汲 浦 ー 横 山 （ 林 這 ） 11'.llt郡~j哨町大字深浦 <12.6) 遺粉ltll!認されなかった 速富 氏浜古墳n、探illi横山遺跨

佐 ll'万忠ir, .,, 瓜 伊万塁m-!11•「*'i'flサl平 29.4 遍 U確立されなかった 船・月 言Jfilt跨. •~JII 遺肛、平匝遺跨. fl瀬ば遺淋

! ! 
大

＂ 
岳 （農 迅） 伊万塁lll松浦•T*'i'堤Ill~斤手ノl、 (0.3) 這 lllJ認されなかった 娼 ／日手ノ瓜遺蹟

x ” 岳
(ft 迅） r, 万里1r,!!I川町大字氏“ (0.7) 遍 LTL覆認されなかった 船 井

円布m~r 切 械 3 閏 <A ;JI) i!i松濁口洒lilll町＊字山谷字鎌/TI (I, ヽ） 這跨fj讀認されなかった 'fl At 彎ノ凶遠蹟

M知町
＂ 

岳 2 期 (ff 迅） 東松鳩認相臼1員「＊字佐患字岸必 (1.4) 追肱1:1責Eさ9しなかった 隕 n
ilt (~Iii 上 場 II 1111 (i費） 邁準11;*-;,潰＊松＊ 0.8 弥生ーヽl•ltの島藷銹 Ill A 漬松本遣践

魯
上場 IV.Ill (梨 JII内） JII津市大す梨Iii~字I/□、佐志山．下毛山、 戸五t.fi外 9.0 遍＂は饉認されなか った 田込

浜玉 •r k ぶ
"塁

這） 嵐松iill謬浜玉•r大字償Dlr字小仏谷 (0.5) 遍粋l;I確認されなかった 徳富 平場古れ肝

点昔
111 llli•r 上鳩地区（和 玉 毛） 東松漏郡閲洒•r大字名譲性字ふ王毛 (18.0) 遺停は確認されなかった 晴瀬

上 場 J也区 ほ：原） 東松瀾Ill絹困町大字名II昼＊宮ll.古館．怜10 (18.0) 遺肝I:!確にされなかった 噴漕i 氏汲正家“肝← 町 上場 IV 閉 （伍 ft) 東松浦郎玄漏町大ァ長介-,.鬼湿 lヽ.o 遺＂は障にされなか った 11 Jt 

肥 IHIf 上場 Ill NI (•I• nr,) 東松浦郡肥前町火字ヽI•清字八／久1t.濾／山 2.5 遺Jl'l:I確にさ几なかった 傷井

に即If 」；峰 If la 峠 -・ 養冬1111.l:.紐町人;,?!t~所、]ii牟ru (0.3) 遺胚は鑢aされなか.,た 宮 K 坊所

ほRIホ “窪町 紅 富 Xi 菖 佐It郡It富町大字込直 (0.3) 這眈は饉Eさjl,なかった 官武

千代田町 干 代 ID 撮 ヽ 町 衿埼邸干ftBJ町大＊項IG( (0.02) 中ぽー近世の稟itiJ!. 宮武 瓜の町遺肝
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表 2 農叢基盤整備事叢に係る埋蔵文化財発掘調査一覧表 （平成 2年度実厖）

蟷区 1ilfH名 I lJ< 地区名 迫 紗 if) 所在 地 舅匹IJl(m') 冑査主体者 鯛壼 当名 這 紐 ヽ 内 弁 雌 サ

＆栖市 阪 古 11 遺
＂ 

fili!idlb:i古11{JJ'1'大袖 270 J.¥l!i市 久山 •l>I量の集雀謁 mu 
養 父 遺 葬 ＼ヽ固II董父町 I, 幽 J,¥栖市 :i; 償 弥生一古墳·~代の集藷趾及び茫Jlll、代の藁蕗翔 ドYY

佐 本 It 遺
＂ 

研市1b!ili町字木村 啜 幼栢市 久山 中世の、¥1:!終及び近世のJ員羅群 FYH 

I'll u』 遺
＂ 

ム栖iii山t印＂字西 m s, 7切 ぶ栢 iii 輝 ・久山 縄文約代の狐石遺構及び土饗群、占墳峙代の頃ば t'YN 
fl 甚 Ill町 鈴 町 遺 欝 ー貴基郡基山町大字國謁字鈴•r 3.ZOO 基山 •r 11』Ul・Ulヽ1, 弥生titの項直群.•I• 世累藉玲

,1, IQ. 町 匝 古 l'l 遺 終 c, 三養亮郡•1•原•r大字瓜古双字l~~- 三＊桜 4.500 中 Iii•r 太＂ 縄文玲代の包含眉、 弥~,峙代、奈n峙ft、中恨の昂窮鉢 JTK. l'SZ 
東

上 峰町 }¥ ． 退 駐 三養碁郡上峰町＊＊邊字丑ば 10,650 上 鱗町 ぼ田 縄文ー奈且時代の墨侶餅 YTO 

部
央 六 ＊ 谷這 褥 ＝費島開上峰町＊字嗅字六＊谷 8,000 上 峰町 饒 RU 弥生”代・奈J:IJf代・近世の集酒蹟 TTR 

堤 上 J.¥ 三甍基郡上峠町k字堤字迎反 3,350 上 峰員r 饒田 縄文iHt・弥生叶代の患羅苔．古代の上8 ・rrM 

地
京＂揖村 上 石 蝕 逍 恥 怜塙茄憲W恨H大字石紬字四＊杉.ii.*杉．一本松 3.000 寛 辰 村 久 保 縄文叶代の包合Iii.占墳峙代のlll墨仔. •t•;ij;lltの訊硲柊 KIN 

神渇町 井 'I' 途 終 神）蒼郎神）が"'**尾崎字弁f 2切 怜 均 町 八 a 弥~E• •I• lltの気料饒 11)~ 

区 迎 Ill違 1'<1- (I・II区l 神鳩lltl神9が町＊ヤ尾岨字迎田 3,750 衿蟻町 入 綽 弥生- •l• lltの星店絡 MKD 

追 IU追 ii! (Ill • IV区J 神埼郡神均町大字尾崎＊迎m 1.200 怜塙町 八 尋 古代w這昂 1{1(0 

千代田町 貪 $1当樗社過搾 神塙郡干代fijJJ大字下西アニ心 500 で代田•r 堤 縄 ～弥生紆代の厖活精 KBT 

佐訂 Iヽi 韮 木
＂ 

遍 鶉 佐買市久保泉町大字J:.柘泉字饂＊野 ;21 佐 JlHi 雨 Pl 近世の贔硲騎 SCN 

佐 ぼ ノ 町 遍 藉 佐賀市久保泉町大字ヒ和泉字原／ヽr 2,%7 佐 nm 西 Ill 弥生-•Iヽ慢の関硲務 HAM 

11 II >I<遺賎 (K尾区） 佐11,r,久保泉•r大字J:和泉字村凹永 4.439 佐 t'I,11 iil m 縄文時代-•l•ltの集；` ＂ Ml'N 

＂ 
JI( 高 且l 遺 騎 佐買,r,久保泉町大字上和晨＊東高田 7.146 佐賃市 西 Dl 古墳-豪R峙代の集藷n HTJJ 

陪 ＊ 遺 務 佐買巾久保泉町大ァ上和泉＊控＊ 575 I 佐 R 市 洒 Ill 古Jj\-・~ttの銀畜屈 ICK 

j!!j Ill Ill 遺 n (l 区） 佐f(;f;久保泉•「＊字下和泉字·Jk/!! . 漫副 451 佐 H市 ＊ ＾  弥生ー中置の集1/iH NSK 

.c ,a遣蒻 (l 区｝ 佐買市久保泉•「大字下Ill泉字北窪 19-1 佐 IIm ＊贔 中世-近世の集面鉢 KSK 

駕 久 富 遍 鵜 (I - 3区） 佐11'.if;金JI.•「＊字千布字久｀ 1.376 佐双 ff! * A 
体生～占墳印代の集窮終 HOM 

阿 瓦 遺 If (C 地区） l'sll市北川11•T-J<字:ll;庄字H嘉 3.057 佐買 11, 編 (U 古墳・中世の暴存続 ADK 

地 'II 裏 遺
＂ 

佐貫,r.!tJII副町大字光法字角町 755 佐 IIm 磁 m 古墳～近世の島紺肛 TU~ 

樟 Al 敷 遺 ≫ 佐買,r.北川副町大字売法字噌山宿 I. 祁2 佐 "iii 褐田 •l• lt-近11:17)雇敷騎武 UYS 
lil'. 瓦 町 遺 紗 佐買"り引庫町大字瓦町下五本松 4.8~4 佐買市 "'m 沐生店代の集硲お KIVR 

多久市 閃 反 Ill 遠 葬 多久,11.n:多久町大字8IHI 4.030 多 久 ;1; 1' 鴫 弥生ー中世の墨硲跨 SGO 

庇几市 ＂重遺跨 ・正 瓢地遣臼 範＾市大字山清字則菫．＊字閉富分正覇地 3,200 崖 .I¥,If 加 Ill 弥生一古墳聞代の集窮％、中世～近世の集畜蹟 ~RS、 SGT

I 
船 ff 遁 欝 w"瓢n石町＊字船野字船野 ,,, 珈 臼石 ,r 渡辺 沐生”代の集葎鱈 T/1D 

多 旧 遺 轄 杵A111S臼石「大字廿泊キー＊松 I, 100 自 石 ,r 渡辺 古墳～条良昨代の暴碩終 1'/¥1) 

白石町 I,¥ I 巣 遺 絡 杵凡郎臼石町大字大漬字三本松 1,870 n石町 渡 辺 近肱の策窯路 TN$ 

太 I!町 糸岐 Ill 清 遣
＂ 

杵几郎太g町大字糸岐川字Jlllli 3,100 * a•r 立石 .,. 性の編窪欝 ITK 

1.'f!l! 市 竹木嶋前 11J 遠阿 店ほmm四 ＊前田 1,130 ~ll! 市 Ill A 旧石召・縄文~,tの遠物包合層 TMA 

I 
!I' 牟 (II 這 跨 ＂ぼ Tl渾牟田＊西Ill 1.790 ／箕津市 rn 4 旧i,G・鼻文峙代の追柑a合層 SMN 

ll1lll団六 I・II区 遣 搾 紆i息市,~IQ字団六 衷 ／骨は iff UI Ill 旧石召・Ill文畔代の包含胴 'fDR 

演 む ＊ 遺 惰 ＂津市澳町キ松＊ 2,'.!00 清 fliii UI 贔 縄文幼代の墳蔦・包含層.,i, 性の集賽蹟 MM!,,! 

肥前町 祈＊嶋東遺 搾 JI(松渭郡肥前IJ'k字祈木場字東 1,700 肥 隣 •r 葎 IF IA石呂、縄文幻代の畢裕評 NKII 

東節導＊ 千代田•r Iii の 町西 遣 鰭 挿埼屈千ltffl町大字墳原 32 佐買県 宮 武 •t• 世～近世の島rr11
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II. 調査組織

I. 岡査i:t-本

佐nm教打委fl仝（事務局：文化課）

2. 総括

111務局長 ：困;.i::,.忠平（文化財森及）

II 次長：中牟ffl ff治（文化財課長補佐） • 西村1'障（文化謀長補jli)

3. 庶務

氷松和久（文化課庶務企両係長） 濱9鈴平 （文化課庶務企11liJ主'1i.)

小林宜洋（文化課庶務企pr,1屯査） 松瀬 弘（文化課（庶務企画主,1,)

~ . 潤査

製査主｛．［：天本洋一（文化財課指l!J係・此）

潤査 J.i:松/l吉邸 ・ 樋口秀伯 • 徳i氾(I)久

（以上、文化財課指召係）

福田義彦 （佐l'i,f; 教行委且会）

＊秘慎治 （佐双市教r-1委員会）

石ぼ新次（島栖'"教打委1.-l会）

久山 ，(:i史 （島栖市教fl委且会）

盛 峠雄 （伊Jj!Jしiii教'(J委n会）

加田降忠 はいい市教訂委J:l会）

太川 睦 (•1•h:l町教 '(.f 委 I(会）

藤井祐司 （肥前町教W委J.l会）

ll}J瀬伯吾（鎖西町教f1委fi会）

5. 糾査協力

佐れ市教打委L1会

多久市教行委H会

鹿島市教行委且会

三瀬村教n委且会

JJrl'II市教'ff委は全

伊万見市教打委n会

) 11副町教行委H会

中原町教 f1 委 i~会

-9-

渡辺俊哉 （白石町教行委n会）

/j,j田逹男 （佐ti市教ガ委n会）

III島竜太 (I廿汁t,I, 教'f.l委n会）

平筍文博 （多久市教行委j¥会）

船~,, ,:,1洋 （伊万里市教i'1委員会）

八衿 実 （神埼町教行委t:l会）

原田大介 (J: 蜂町教行委U会）

有光宏之 （玄海町教ff委ハ会）

宮崎 光JりI(西有川町教'f-1委員会）

.!.~ l和Ii 教行委 U会

武雄iii教'(-f委且全

神埼町教'(1委J'l仝

t. 峠町教行委U会



浜玉町教脊委只会

肥前町教打委且会

有田町教育委R会

有明町教打委只会

厳木町教廿委且会

玄海町教刊委貝会

西有田町教脊委且会

太良町教育委貝会

九州農政局上場塁業水和1事栗所

九州農政局伊万里開拓建餃事務所

水資源開発公団筑後川下流用水建設所

佐賀県晨林部

土地改良課 農地整偏諜 建設鉱害課

佐賀中部兵林軍務所 唐津農林軍務所

伊万里農林事務所 武雄晨林ホ務所

相知町教育委且会

鎮西町教育委貝会

臼石町教'f-1委且会

嬉野町教育委且会

農業扱興録 林務課

烏栖農林軍務所

鹿島晨林事務所

各市町村土地改良祖当課 各市町村土地改良区 地元各位
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Ill. 平成2年度文化財確認調査の内容

図 2 佐1'1束部地区9月辺地形図 (I: 100.000) 

田 島栖北部 (.! ふ栖,Ii) ② 贅父迅跡 (.(~ 柄市） ⑨ 堤士．塁這路 (」:•i町）
ff] LI栖西部 <J., 栖rlil ③ 糾｛迅翔 （ハ栖,fi) ⑩ I: 石f/J迫跨 （東Tf駁H)
匡I •l•I以北部 （中原町） c i町rn迫跨 (. 『ふ栖rliJ ⑪ Jt-手這跨 （檜悶町）

田 帷；浦部 （中Jf,[町） ⑤ 鈴町迅蹄 （基TIT町） ⑫ 迎RU迫餅 1・II(神1-:f町）
匡l 」·-••北部 (1:•11町） ⑥ Jr.! 古t'i追％ （中原町） ⑬ 迎Ill追"'111・11'(神埼町）

回 神 埼 "●埼町） ⑦ 八藤迫格 (1-.-~lff) ⑭ R別＇り伸I以鴇（千代!Tl町）
① 原古It滋師 (f.~ 栖di) @ l;,¥六本谷這粒（上負卜町） ⑮ J点の町西遺跡（千代m町）
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(I) .(, 甜柄市 (.f.~栖北部地区 (JIJ浦地区 3図、養父地区4図）、氏栖酉部地区（立石地区）

.r. 湘栖北部地区に関しては山涌地区、投父地区の 2地｝蚊について確比岡査を実施した。

1J1iili地区 (1駐和li山iili町字Ji.本谷 ・ 大町前・道I奄：確認潤査対象面積9. 1旧）は芸野尾峠(l~

窃400m)から東南に派生するII」認部で東西を低丘陵に挟まれた標硲30-43mの谷状の地形で現

況は水田となっている．

当該地は南側の一部が五．本谷迫蹄(~加l;-•J•椛の迫物散布地）. Iii浦古墳群（木下之it;/也 1973 

r. 恥栖1lilll浦古1f1群」 /!c.TOI! 文化財潤査報告祁第21集 佐WI!教百委U会） の範圃に入って

いる．また北側の"'覧には占Jrt時代後期の群集JJ'Iである山浦jflj北方古}JI群．及び古野古trt群が

j'f. 地している．

確認調査は削平-r・定節所を"'心として68節所の試掘溝を設足して行った。その結・災 7箇所

の試掘溝で竪穴M,i跡• 土吸溝跡、 小グ,~を検出した。また迫物については 4111:紀の土師若、

8 -91U; 紀の」輝岱、 m恵岱が11止した。

文化財の取り扱いについて（叫別協議を行った結果、工法上の変更が困難な3.900吋について発

掘隣社を実施する.::ととなった。

贅父地区（茨父町字占廷輪 · 1.li,Iゑ、中,,i町字 1iW1 · f~tlfl· 平町：確認調杏．対象面積18.Sh●)

は北部111雑の 1♦i側に安良川のil!i監によって形成された台地状地形（杞硲35-48m) で、）し州横

IIJ泊劫Iii迅と県道（左n-川久保-!.i栖線、及びm道久和米一碁Illー筑紫野線にl!llまれた一岱で

ある．

当該地区は縄文時代から中世にかけての柑合迫杭と して、 'I•原前l出fl迫跡、 'I'/点li;(UI迫勝、平

町迫跨、秀父迅跡の範1月内にあリ．周辺にも縄文時代から中世にかけての複合迅跡や古墳時代

の都谷古t.rt群、城111古JJ'¥群牛)(,ぶ古項群守の群集項が分布している。

対象地区に114箇所の試掘溝を設定して確認潤査を行った結果、 39筒所で竪穴住居跡｀ 土墟、

溝跡、柱穴．小穴を検出し、遺物として弥'1,:t岱、古項時代の土師岱、平安峙代の土師召等が

出土した。このことから当該地区には弥生時代、？渭1時(¥':及び奈良一平安時(¥:の巣窃％が存在

すると息われる．

協議の結果、保{{-惜沢の困難な12,000m•について発拙潤究を実施することになった．

.(~ 栖西部地l辺(SL石町：確認岡査対象面積4.3118)は島栖市と中原町との況を南北に伸びる笛

吹JIJIi: 陵（探硲83.1nf) とm迅佐買～川久保，r.壮栖線、 JR九州此A.f本線に圃まれたぼ硲38-42m

の栢斜地で、現況は水田、畑地となっている。

当該地区はJ/,j知の埋蔵文化財包蔵地である立石迫杯 （古1.n-巾Ill;の集窃）の市側の一部とff

副迫跡（縄文一弥生時代の集箔）の北側の一部が含まれ、 -lt(Jljには；,'f. 石古項群、東側にIi-*

杉辺跡（弥'I:時代の項~)が隣按している。ただし、これらの這％についての詳細な内容は不

明である．

-12-
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公― \I~--~、-
図 4 約栖市： .r.~ 栖北部地区（賽父地区）試掘溝設定図
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こ図 5 中原町：中原北部地区（絞部地区）試掘澤設定図
．
 

... 
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~ 
図 6 中原町： ,,,, 点北部地区（高樽地区）試掘溝設定図
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8箇所の試船昇を設送して碓認品11t.を行ったが．耕作・I:及びWI:から近IU:以仰の凶磁岱等が

・1.::-1'・/J',Iこしたのみで、迫構については確認できなかった。

(2) ,, 源町 (•l•Jf,l北部地区（絞部地区 5 図．品柳地If.6図）

叩届北部地区に関しては、絞部地区、硲柳地区の2箇所について確認潤森を実施した．

綾部地区（三養基郡,,,,瓜町大字l~i,1,!t字拾徳 • 松谷 ・六本松 ：確認,'J!l1i対象而柑17.Sm")は

JI這1~n川久（公ー.(淵栖線に ,.u接し、 J\!道,,,・良～中原（名Jf{場線に1咀接する南に殺やかに傾斜する

水[11地でばl泌3-46mをJIる．

''i該地区は北fJUIで松谷追跨（弥生り年代～中世の集浴跨）、 rtifJ!りで拾地滋粉（弥生時代ーヽI• 世の

集沿跡）、洒開で.;';崎迅跨（縄文-,';1/1時代の集落跡）の範l!lil勺にあ＇）、近 lHては-It!隕の山龍

に綬部城跡（小111:111城）、寒,j(川を挟んで東側の台地には姫）7;ri~<弥生時代の集硲跡 ・ 似地）、

姫方9且追跡（弥生時代の集浴跳 ・必地）が所在する。

館秘潤森は260箇所の試拙mを設定して実施した。その結朱、 17筒所で溝跡、上桜、小六雰を

検Illした。 また追物については%;'J:.l:岱、 J:師苫），,-. •Ii忍器、 の小Ji等を検/I', した。このこと

から当該地区には弥生時代からrり碩昨代にかけての果洛跡が什在すると，息われる。

硲隋地区（三袋基郡,1,原町大字)§.,',:t:じヤー本桜、 (:ll足谷、杉谷：確認湖究ifii:!,19.2 m•) は巨イi

1nで苔名な大塚，ヤ項を含む大塚古項群、 一木谷古tnl作の範flり内にあり、近接しては地蔵111遺跡

（弥生時代の民浴）、山1u,1;11t1:r..冠什占Jtlf.tが所在する。

確認湖究は61r"1所の試掘溝を設定して実施したところ、大塚・,r,1nの硲道、及び周溝が蹄認さ

れた．

迅鉢の分仰よ綾部地If.の51.000m'および硲榊地区の人:l:1(11;!/Iの周辺と広範fillにわたるため．

FL彫が1協議を知た結米、本，•町岬鼓人稼古l/1の周辺を含めて6.800m' まで絞り込むことが可能

となった。

中1,(南部地区（三貸碁郡"''は,rk'i・ 源、,,.買字一本松 ・三本松 ・水道： 確認潤査1hifll6畑）

,_i,1該地は,,,,且町の,ti,.1で北9父安町に接した地区で、現況は東両のJr.陵に挟まれた歴，計12-15

mの谷,j(IIIであるs 周辺の台地には古町辺蹄（弥生時代～中litの集落蹄）｀宝満j£l枕（弥生時(I':

の集浴跡・in鉛、町巾追跡（弥'l,時代の集沿粉）が分介jしている。 確認洞1r.は50箇所の試揺

清を設定して')<施したが、及土から弥生：l:苫が数点：11:1:: しただけで、迅情は検出されなかっ

た．

(3) I: 峠町 (I:蜂:It部地1メ:71,11) 

I今．峠北部地区における確~.逍介は．対象地区が点在するため便立」:A地区からC地区までの3

地l>Zに分けて行った．なお潟森対象ilti積は合a!・J6.0hnで、 154節所の試拙溝を設定した．
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図 7 上峰町：上蜂北部地区試掘溝設定図
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A地区（三養基郡上峰町大字堤字迎原）は、鋲i!!i山から南に廷びる丘陵から派生する標高35m

前後の綬斜面で．現況は水田及び畑地となってる。

当該地区は平成2年度に本躙査を実施した躙査区の北に接した地区で、八藤遺跡の範囲内に

入る。北西方向の届形原の集裕悶辺には、宅地造成に関連して調査が実施され、弥生時代から

古墳時代にかけての集落跡、墳慕群が集中的に検出されている届形原遺跡（肛一義 1979 「届

形原遺踪j 上峰村文化財躙査報告吝第2集 上峰村教育委貝会）が隣接し、西償の二塚山丘

陵上にも二塚山遺踪（七田忠昭他 1979 「二塩山遺跡」 佐賀県文化財調査報告書第46集 佐

賀県教育委A会）をはじめとして堤遺跡、松葉遺踏（「二塚山遺跡j所収）等の弥生時代から古

墳時代にかけての集藩踏、墳墓群が密集している．

試掘溝設定による確認調査の結果、 17箇所で竪穴住居跡、澤、及び柱穴を検出した。また遺

物については縄文時代から古墳時代の石器、 弥生土器、土誦西が出土してお り、 縄文時代から

古墳時代に至る までの集落跡の存在が窺える。

B地区（大字堤字迎原） は県道息栖～川久保線の南側、切通川の両債に広がる楳窃25m前後の

谷平野と東側の標高30m前後の低丘陵で、丘陵の一部に畑地があるほかは水田である。

当該地区の宙端部は奈良時代の土gとして苓名な堤土塁（狂一簑他 1978 「堤土塁跡』 上

峰村教育委ハ会） の範囲内であり 亀 周辺には八藤遺跡（弥生～奈良•平安時代の集落跡、 縄文

時代の遺物散布地）、五本谷遺跡（弥生時代の墳墓群： r二塚llJ遺跡』所収）、行柳古墳群等が

分布している。

丘陵部は作物のため、大部分が確認調査を実施できなかった。確認調査の結果、丘陵先端の

2箇所で土濱、柱穴が検出された他は、若干の古墳時代～中世の土呂が出土しただけで遺構は

検出されなかった。

C地区（＊＊堤）は舟石部落のすぐ北側にあり、東西を低丘陵で挟まれた標活25m前後の谷水

田である．

当該地区の南側の一部は甕棺墓群で著名な舟石遺跡の範囲内であ り、周辺にも上地遺跡 （弥

生時代の甕棺墓）、上地西方丘陵遺跡（弥生時代の甕棺墓）が分布している。

若干の土己が出土しただけで、遺構は検出されなかった。

確認調査の結果、遺跡の分布はA地点の合計36,000m'にも及ぷことが判明した。個別協繊を重

ねた結果、最終的に15,000面について発湿調森を実施することになった。

(4)神埼町（神埼工区（祇園原工区、城原工区8図））

昨年実施した祇園屈工区の確認調査の補追と して、 大字尾崎に所在する奈良時代の官道跡推

定地の確認岡査を実施した。

県内には奈良時代の官道跡が丘陵の切通しや畑地・水田の地割りによく残っており、特に神

- 19-
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図 8 神崎町：神崎工区 （城原工区）試掘溝設定固

-20-



埼町は大字祇園r（,(から大字尾崎にかけてよく残っている。

当該地は大字尾崎の楼高16mの徴高地で、現況は雑木林 ・竹林になっている。官迅跡とされ

る幅20mほどの溝状のくぽみと両傭の土g状の高まりは、この徴店地を東西に慣切っている。

確認調査の試掘溝は溝状のくぽみに直角に 2本設定した。第 1試掘溝 (I.SmXl8m)では、溝

状のくぽみの底面と表土iliiとの比高差が1.4mあり、埋土も照色土、黒褐色土で溝、あるいは屈

の様相を示している。第2試掘溝 (1.5mX22 m)は、溝 ・視としての埋土は認められず、くぽ

みの中央部に官道の蹄面と考えてよいようなしまりの良い灰白色砂土、臼茶色砂土がプロ ック

状に堆積している。このようなことから、東西に延びる官道跡に中世のものと推定される溝が

一部重復しているが、 'LI'道の路面が確認出来たと考えている。なお、この宜道跡は盛土で保存

されている。

城原地区（神埼郡神／蔚町大字城原：確認調査対象面積13.0ha)は神埼町の北部、城原Illの右

片で、城山（標i!:i195m)とBの隈山（標7,/;146m)に挟まれた標為19-30mの谷状の地形で現

況は水田となっている。当該地区は城原三本谷北遺跡（縄文～古墳時代の集落・墳墓）、城原三

＊谷南遺跡（縄文～古墳時代の集落・墳墓）、城原二本谷西遺跡（弥生～中世の集蕗．墳墓）の

範囲にあり、周辺にも日の隈遺跡、上善寺遺跡，城原一本谷遺跡、市場遺跡、城原二本谷束遺踪、

城山古墳群、勢福寺城跡等縄文時代から中世にかけての多数の遺跡が分布している。

240箇所の試掘溝を試定して確認調査を実施したところ、 71箇所で遺構が確認された。城原部

蕗の北債、通称「元届敢Jと呼ばれている地区では棋色土と貿灰色土が混在した整地用に掘り

込んで一辺50-80四の方形柱穴が検出された。また、西側に接する地区でも整地層が認められ、

柱穴、溝跡、土濱笞の遺構が検出された。その他、南端地区では、土塁の痕踪、古墳の周溝も

確認された。遺物は14-15世紀の所産とみられる土師己小皿、鉢、墨書木札、人形が出土して

いる。

全体の遺構配国をみると、勢福寺城跡関連の遺構が広く分布しており 、細長い谷状の地形の

地割りは、城跡関述の斑跡と考えられる。

当該地の遺跡分布面積は、 58,000m•にものぼり 、本岡査面積については、現在協蹟中である。
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国 久保呆東部 （佐賀市） 涸高木JIii'! （多久町） ⑳ 南宿遺跡 （佐賀市）

国 久保泉西部 （佐賀市） 匝川副,,,部 (/IJ副町） ⑪北宿遺跡 （佐R市）

回 金立i酎1部 （佐賀市） 堕 /II副北部 （川副町） ＠久,;,遺跡 （佐賀iii)

⑲金立北部 （佐賀市） ⑮篠*'ff遺跡 （佐賀iii) ⑬阿高遺蹄 （佐賀市）

匝｝北川副 （佐賀市） ⑯ 原ノ町遺跡 （佐賀市） ＠寺裏遺跡 （佐賀市）

匝巨

” 
（佐賀市） ⑰ 村徳永遺跡 （佐賀市） ⑮ 栂駁敷遠終 (W. 買市）

⑮兵庫1出i部 （佐賀市） ⑲ 東 硲m遺鉢 （佐賀ifi) ⑳ 瓦町遺跡 （佐賀rli)

回 城西第一 （佐賀市） ⑲ 傑木遺跨 （佐賀iii) @I'll反田遺翔 （多久市）

⑮ 城西第二 （佐賀~i)
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(5)佐H市 久保泉東部地区（第一換地工区10図、第二換地工区10図）、久保泉西部地区（第

一、第二挽地工区11・12固）、金立面部地区13図、金立北部地区14図、北川!.ii)地区15図、 巨勢地

区、兵庫術部地区16図、城西第一地区、城西第二地区）

久保泉東部地区に関しては第一換地工区、及び第二換地工区が対象地区となった。

第一挽地工区 ・第二換地工区（佐買市久保泉町大字川久保字狐熊 ・宿野 ・川潤 ・御供田 ・熊

本 ・束硲田、大字上和泉字礫木：確認闘査対象I面積29.3ha)は県道佐賀/II久保-J雑栖線を挟ん

で北開と南側にわかれる。北傭は熊本山と狐熊の丘陵の裾部から谷部に広がる棚田で標邸19

-34mを測る。南側は、中央に谷地形を挟み東西が低丘陵となっている。現状は南へ綬く傾斜

する棚田で標f.:H3-20mを測る．

当該地区はその北東部が牟Ill々 遺糀（縄文～古墳時代の集硲跡）、北西部が熊本山遺跡（縄文

一古墳時代の集箔跡）、西部は東窃田遺陪（弥生_,,,世の集落絡）、南部は探木遺跨（弥生～近

世の集落蹄）の範囲内にあり、探木遺跡の東側では1り1堅時に鉗矛鋳型が出土している。また古

代官道のルートが牒木遺蹄の北部を東西に通っている。周辺には泉遺跡、 上和泉遺跡、昼形遺

路等の弥生時代から中世に至る複合遺％が集中している。（福田筏彦 1986 「泉遺跡J 佐賀

市文化財潤査報告杏第16集 佐賀市教打委仕会）。面工11,部分と水路揖削予定地に試掘溝を128

箇所設定した結果、 21箇所で竪穴住居跡、土濱、溝跡等を確認し、迫物についても弥生土器片、

須思器片、土師若片、瓦代土僻片符が出土した。また古代宜道の推定ルート上に設定した試掘

溝からは、道路の路面等官道の存在を直接的に裏付ける沢料は得られなかった。

総面積69,800吋にも及ぶ遠跨の取り扱いについて協餞を頂ねた結米、盛土による保存が困難

なI0.080rr1について本調査を実施することとなった。

久保泉西部地区については第一、第二換地工区が対象となった。

第一、第二換地工区（久保泉町大キJ:和泉字村徳氷 ・篠木ff、大字/II久保字卒場 ・石店 ・琵

琶原 ·l~t: 確認詞査対象面積42.Sha)は北東から南西へ流れる巨勢川によ って北部と南部にわ

かれる。北部は北束から南西に矧斜した棚田が広がり標高12-lSmを測る。南部は北東から面

洒に綬やかに頼斜した水田が広がり、その中に水田との比高差0.8-J.2mの高畑が点在する。

当該地区はその北西部が琵琶原遺跡（縄文ー中世の集落％）、束部が卒場遺踪（弥生～平安の

集沼跡）、西側が篠木野遺跡（弥生～中世の集落跡）の範囲内で、周辺にも上九郎遺跡、徳永遺

跡、古費遺跡、東千布遺跡等の弥生時代から中世に至る複合遺跡が多く分布している。また東

部近接地域では、久保泉エ菜団地造成に係る確認潤査（福田裳彦 1986 「久保泉工業団地内

遺跡Jー仮祢 ・久保泉工業団地造成it両に伴う埋蔵文化財確認潤査報告抒ー 佐J1市教行委U

全）によ って遺跡の分布が広範囲に確認されている．

揺削予定部分を中心に144箇所の試揺溝を設定した結果.12箇所で竪穴住居跡．士濱、溝跡等

を検出し、弥生土呂片、 土師器片が出土した。
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図 10 佐れ市：久保泉束部地区試掘洛設定図
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精認調査によって判明した遺蹄の広がりは15,500m'にも及び、調竪を派ねた結果．水路建設

による掘削部分、及び盛土保存が困難な3,120m'について本調査を実施することとなった。

金立南部地区（金立町大字千布：確認調査対象而積26.0ha)は巨勢/IIを挟んで久保泉西部地

区と対的する位四にあり、東傭の巨勢}II方向に侑斜する扇状地に位置する標活6-9mの久富

集落、東千布集落、友貞集落の周辺に広がる水田、畑地（祐畑）一帯である。

当該地は千布二本照木遺跡（弥生～中世の集落筋）の範囲内にあり、北西部には弥生時代の

甕棺墓群が検出された東千布遺踏、 巨勢}IIを挟んで対岸には、村徳永遺跡（弥生～中世の集落

跡）が分布している。削平予定部分、及び水路低削予定部分を対象に61箇所の試掘澤を設定し

た結果、畑地で、土擦、小穴等を検出し、併せて弥生土西が出土した。 総面積4,OOOm'の遺跡分

布面積の取り扱いについて個別協議を行った結果、エ法上の保護措霞が困難な2.100m'について

本調査を実施することになった。

金立北部地区（金立町大字金立、千布：確認詞査対象面積19ha)は県道佐賀川久保～、［ふ栖線

の南、巨勢川の西岸の標高!Om前後の水田と店畑である。

当該地は大野原遺踪（弥生ー中世の集硲跡）の範1!11内にあり、周辺には銑子塚、東千布遺跡

（弥生～中世の集落跡・墳墓）、村徳氷遺跡（弥生～中世の集落跡）が分布している。削平予定

部分及び水路予定部分に81箇所の試掘溝を設定した結果、為畑を中心として土濱、小穴等が検

出され、 1舟せて弥生土沿、土師呂が出土した。 遺路分布面積8.400m'の取り扱いについて協議を

行った結果、エ法上の保護措置が困難な3.848m'について本調査を実施することになった．

北）II副地区（北川副町大字光法外：確認関査対象面積36地）は佐賀市域の束術部で、佐賀郡

川副町に隣接している。県道江上光法停車場線と国道208号に挟まれた揉高2.5-3 mの水田地

帯である。

当該地区は間知外であるが、周辺には阿硲遺跡（弥生～中世の集落跡），寺裏遺跡（古墳～中

世の集落跡）、極届敷遺跡（中世～近世の集落跡）が点在している。

水路掘削予定地を対象に試掘溝を46箇所数定した結果、 2箇所で土濱等を検出し、中世から

近世の土価召、磁沿が出土した。周辺は地元では 「届敷の内」と呼称されているところで、 會観

音遺跡．として屈知化した。 遺跡の存在が確認された480m'についてはエ法上の保護措はが困難

なため本調査を行うことになった．

巨勢地区（巨勢町**illi尾外：確認関査対象面積35.0畑）は県道守簸～佐買線と国道264令及

び巨勢川と焼原川に挟まれた襟高3-3.3mの水田地帯である．

当該地区は南東隅で平尾遺跡に接するが大部分は周知外である。精認調査は45箇所の試掘溝

を設定して行った結果.1か所から弥生時代から奈良時代の土紐片が少黛出土したが、遺構は

検出されなかった。

兵庫南部地区（兵庫町大字瓦町字牟田寄、巨勢町大字修理田字東島：確認瞬査対象面積26.0
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図 13 佐買市：金立南部地区試伍溝設定図
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図 15 佐賀市：北川副地区試揺溝改定図
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畑）は燎原川下流の千住と牟田寄の両集落のll11に広がる低地一杏（栖硲 3-4m) である。 at
両予定地区内にはクリークが縦横に巡り、この地救における独特な集落の景観を見せている。

当該地区の酉半分は牟田寄這跡（弥生～近世の集裕終）に含まれるが、東半分は未周匁1地区

である。周辺の集落部には伝阿弥陀寺梼.'云光明寺跡．伽囲遺勝等の•1•世の寺院翔、集硲跡が

点在している。水路揺削子定地を対象に56箇所の試掘溝を設定した結果、24箇所で土擦、溝跡

小穴を検出し、併せて弥生土苫片（甕．鉢．窃杯等）、土師若（甕、杯等）が出土した。

個別協議の結果、エ法上の保護措因を採ることが困雌な4,797m• について木莉査を行う こと に

なった。

城酉第一地区（西与双町大字厘外、本庄町大字布太郎：館認調査対象面積31.0畑）は佐賀市

墳の面束側に展開する低地一帯（探麻l.8-2.7m}で、本庄川東岸に位葉する。

当該地内では従米埋蔵文化財の存在は確認されていないが、隣接する上飯盛の集落には上飯

盛遺跡（中世の集沼跡）、及び飯盛館蹄（中世の城館跡）が所在している。

水路揺削予定地、特に現集落部に隣楼する地点を対象に77筒所の試揺溝を設定したが、 2ヵ

所から小ピットを検出したのみで、遺物については摩滅の著しい弥生」••西片及び近世の磁呂片

が数点出土したに止まった。

城西第二地区（本庄町大字鹿ノ子、 大字正星 ：確認調査対象面積49.0畑）は佐賀市域の西南

部、 lい道西与賀一本!£線とm道東り賀線に挟まれた標窃2.lm-2.7mの水山地帯である。

当該地区内は東と西の地区にわけられる。東地区はすぺて周知外であるが、西地区の衛には

上飯盛迅跡（中世の造物散布地）が所在 している。また、上飯盛遺跡内には戦困期龍造寺氏に

加担した在地小領主飯盛氏の飢跡である飯盛蛇跡が所在している。

水路掘削：：f・定地区を対象に96箇所の試掘溝を設定したところ、.2箇所から近世とウえられる

澤跡が検出されたほかは耕作土から土輝器片が出土したのみである。

(6) 多久rfj(多久束部地区．泣j木川内地区17図）

高木/II内地区（北多久町大字,Jヽ侍字砧木）"内：覇査対象而積5.5ha)は船山 （標面684.9m)

の東尾根を多久川が開析することによって形成された侠硲な谷底平野で、多久盆地への出nか

ら多久市街地に接する水m地ぷ；（楼i¥1i35-55m)である。

当該地区はJ.lj知外であるが、北側には経ノ峯遺跡 (113石沿～縄文時代の遺物欣布地）が隣接

し、南東方向700mの低位丘陵上には湯端遺跡 (113石i,~時代の遺物散布地）が立地している．

103箇所の試掘澤を設定して確認苫査を実施した結果、 II箇所で中世から近世の土墟．溝．ピ

ットを検出し、土濱埋土から磁器、陶笞片が出土した。

確認潤究の結果、当該地区の南東部10.000m'について滋踪の存在が確認され、姦木川内辺跡

として周知化した。道路の取り扱いについて協議した結果．削平される750m•につい本覇査を実
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施することになった。

(7)川副町 (/JI/ill中部地区18図）

川il<J中部地区（佐買郡川副町大字酉古賀、大字阜iati.I : 確認詞:Ji.対象面積65,?ha)は筑後

川とその支流の平禅江川の沖積作用により形成された低平な水田地僻（標?:,2 m) である。 当

該地区は東の早淳江地区と西の鰈江地区の 2箇所にわかれる。両地区ともに有IIJI悔への出入り

ロに近く水上交通の/!I!が良いため、古代より船舶運綸の甚地として開発されており、その痕跡

は紐江遺跡（中世の築浴枕）として遺存している。またこれよリ:11窪町南部地区にかけての、

低地に約状に点在する徴窃地」：には三頂村•I•遺跡、 三政ニッ寺遺跡等の弥生時代から近世に至

る集落跡が致在している．

確認潤査は水路掘削予定地及び窃畑に206筒所のトレンチを設定して実施した。早律江地区は

中川副小学校の東側で溝跡、ビットが検Illされ、中世の土師益小Jill.土鉛守が出i:した。当該

地は未周知のため、上早一本松遺跡として周知化した。鰭江地区の南側は鱗江遺跡（中世の集

落跡）の範囲内にあり｀神社宙（財及び東債の•*i畑から土濱、ピットが検出され、中世の龍泉窯

系行磁、 土師沿小皿等が出土した。遺跡の取り扱いについて協議した結果、平津江遺跡の400m'

については本詞査を実施することになった．鰭江地区については遺跨が確認された地区の工事

が平成 4年度になり、本関査b平成 4年度に実施することになった。
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図 17 多久市：多久東部地区（硲木川内地区）試掘溝設定固
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i;;<I 19 JII副町：川/~I)中部地区（饂地区）試船昇設定閃
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(8)鹿枷1;(鹿！ふ西部地区）

脱約西部地区（鹿t~ili人・字 LI.I浦大す；本城：確認渕介対象面栢9.8畑）は多良山地から鹿loiii 

へ流れる中川が形成する谷部で本城部落のやや下流の水Illである．

当該地区は城'I鳴：跨（中世の包合地）、人平遺跨（縄文時代の包含地）の範IDI内にあリ、西側

の格硲331mの山頂には中世の城郭であるJ点城跡が9所化する．

確認邸l究はl38li,'!所の試批溝を設定して行ったが、迅構、泣物ともに検出されなか...,t. こ。

(9)臼石町（白石洒第三地区21図 、白石西第11!1地IS:22図）

(1-fii"i第三地Ii!.(大字泣ノiJ疇．字一本松寵 ：確認曲森対象crffli'!9畑）はJR長崎木線と1卦迅207外

船に挟まれた地区で、 「I石中学校の北、西に隣桜する水Ill地憐 (~泊；1.0-1.Sm)である。

当該地区とその周辺には明確な滋跡の付在は知られていないが、 東部に犬文8(1539)年銘の

一石六地蔵のある1iり翌lせ炸店また北方約300mには窃永年IIり(1624-1643)に娃立されなとlit

定される肥前i.(~店のあるほ柑神社が付在する。

水路拙削 f-定地を対象に37箇所の試掘溝を設立した結果、1節所で中11J:末から近世初頭とそ

えられる柁桶袋 1基が検出された。また． 棺桶公の」今．には小川12個がilしかれていた。

岱跡と推定される 130m•について債別協議を行った帖米、 ・c法」，．の変更が困難であることか

ら、全1fii潤査となった。

fl 石~~第四地区（大字島洗字馬洗 ： 潟査対泉1/1i栢 18畑）はl'l石町の西． 杵f.~ 1 l 1 (ほ邸345m)

から東）iに延びる'~IIJ丘駿の,t.i説に広がるr.l,:●： i3.8-5.0mの,J<m地滞である。

当故地区に北1をする如I.lit絞全体は約11追％（縄文ー中世の包含地、1':j;ll:-,I』;IJ'til.j,f'¥':の項泌）

の範flij1Ajにあり .Ii:J袋のrfi部は如Ii古tn群が9祈(I,する。昭利{36年の林近[!)沖 には如11神社西

方約250m、ほぶ70mの地点で炭柁群が、 'II!にその1"i方400mの地点で古tn時代•I•・後期の石柁硲

5),~ が検：I', されている。そのほかでは北東部に馬洗 l・.!!.¥..f.;辺踪（弥生ー中世の集洛跨）、馬洗ド

！！，し木遺跡（弥生ー中世の集浴跡）. j; 如東部に堤辺翔（弥生-'I• 世の集沿％）、小島迅跨（古tJ't-•I•

世集治翔）、陳城跡、小r.~城跡、 iiiに船n追跡（弥生―,1ill't時代の散布地）、杵／ふ城蹄、 1"iに船

ff,'; 項群が分布している。

水路掘削1・・定部分を対象に53箇所の試掘溝を設定したところ. 3箇所で上痰が検出され．そ

のJ.'J!上から弥'Ii.I:岱、古項時代の且!Ji岱、奈良時代の須思器守が/.l¥tした。このことから迫跡

の中心部は現在の集浴と煎復すると!(t;i;されるが、そのm沿は:'.',該地Iえに人っていると芍えら

れる．

迅跡の分介iが確認された1,265而の取り扱いについて個別協填を行ったビ凍．その総てが地位

沈下r11徘水詐69号を含めて水路T-:.i:地であり。枇削位沢の変史b含め」滋；J: のf滋頌情沢が困雑

なため、全戌についてぶl:ti.を行うことになった．
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図 21 白石町 ：白石西第三地区試掘溝設定図

- 39-



t Ii', l•I i' 

1\10• 

liil 22 臼石町：臼石第四地区試柑濤設定図
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00)太良町（江l畠1地区片峠地区、中路地区、糸岐）JI市地区 <n迅部分）、当木線（林道））

江t,t.J地区 (i.J.ii'ltm次良町大字多良字江岡：確認；)~査対象面依l.411'l)は多良岳Iii系束範を流れ

る江岡川によって1り1析された小谷のjn/[Iに近いと..:ろで．憬硲5~8mの水ltlである。

:.'.i該地区は1/,j知の埋成文化財包1返地には含まれないが、市側J'i:陵上には巨搭迫跡（縄文時代

の散布地）. [[岡這跨（純文時代の散布地）が、北側.Ii:陵の'JI(溢部にはflt福城跡（中1廿城跨）が

分布している。

面 r.,1;による削平部分を中心に25箇所の試揺溝を設定した桔果、 2箇所の各北から弥生」・沿

およびJ:師岱の小）ヤがIi',I: したのみで迫構は検II',されなかった．

),r，い地区（大字多良字）ヤ峠：確認糾査対象面積5.Iha)は多良岳の北東尾根を多良川が1叫l析す

ることにより形成された谷庇平野で現i兄は椋il:i26~41mの,1<111である。

当該地区は周知の埋蔵文化財包蔵地には含まれないが、 if.i側Jそ陵」：には｀城111.と通称さ11.

る城館跡及び•l•·llt山城であるJ[知 IIJ追％が立地している。

削平部分を対象に38箇所の試掘溝を設定したと..:ろ、 3箇所で小穴が検出されたが追情かど

うかが疑わしい。また3箇所で弥'I:土岱片.!!.! 耀石）ヤがIIり上したが、いずれも席耗が・I'/しく流

れ込みとウえられる。

小路地区（大字多良*'''路：確認潤査対象ihi積2.3畑）は多良Ill系］（撓部の多良川及びその水

系によ っ て IWI折された谷底 •J\野に位ill し多良川を挟んで）ヤ貪R地fj(と対飢P した楼，f:i25 ~34 m の水

Illである．

当該地t,_(fj:)/,j~Iの埋蔵文化財包磁地には含まれないが、南側に伝扱して’城LLしと通祢され

るヽI叶Itの城館跡及びii潅l ffl遺跡が•,'f.地している。

削平部分を中心に27節所の試批溝を設；とした所、 1節所から小ピット及び：I: 師沿/¥・が検出さ

れたが、広がりは硫認できなかった。

糸岐）11 111地区(~道部分）（大字糸岐川字）11南：節比潤'i'tJf象1fri積0.3畑）は平成2年度農栗

格整整卸ii芙地区である糸岐）JI南地区の平野部に,t.i抜するt:!,:':il3~51,7mの丘駿1fi部で視況は

叛柑1』である。

当該地区は/,',j知の埋蔵文化財包点地には含まれないが、 北側の糸岐川によって1叫/j-された平

ff部には糸岐）II南追跡（中111;-近litの集沼跡）がヽt地している。

削.,,...,..注部分を対象に 6箇所の試拙清を設定したが｀迅構 ・辺物とも検出でさなかった．

:!:,;f<船（林ilillll知 Ii業）（人字糸岐：i哨＊：碩i認，渕t対象1lii栢2.3ha)は多良岳から北束方1:,1

に延びる/t;U!を椒に切るかたちで姓設されるもので、確比潤査はIt;恨f/i部に 2 箇所設定して~

施した。いずれも未1/.l知で迫情 ・迫物ともに検Ii',されなかった．

(I J )~jlり1町 (I\\営深iifi-横TIT 多 ur,:11呆安林．笠伽I>菜 ： 確認糾介対象j面積l2.6ha)
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当該地（杵島郡布明町大字深浦）は杵島山系から南東側に延びる楼窃95-244mの丘陵尾根部

及び斜面一帯で．面側には塩田川が束流している。対象地の東地区は長浜古墳群の、西地区は

深浦横山遺跡（縄文時代の遺物散布地）の範囲内に含まれるが詳細については不明である．

丘陵尾根部を中心として16箇所の試掘溝を設定したがが、遺構・遺物ともに検/J'.できなかっ

た。
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〈佐r1~t部地区における曲ti)

図 23 佐Tl北部地区l,¥l辺地形図 (I: 100.000) 

回 ， I• 'R <伊Ji'l¥olil 固 大ffliH&!ilil(Ill Ji! 阻Ii) 回~!岳2111(&!逍）（りl)JJ町）
固 大悼岳(~j{i) (lll/j閲lil 固 りJ楠3l'Jl(tl逍）（西rn11町）
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(12)伊万里市（中里地区、大Mi岳線、大ff岳地区（農林漁菜用揮発油税財源身替農逍））中里

地区（伊万里市二里町｛乍井手：確認網査対象面積29.4畑）は国兄1J1から東に派生した丘陵及び

谷部が11田川に接する地域で、丘陵間辺の斜面部と、丘陵と丘陵に挟まれた谷部の標面30-53

mの水田である。

当該地区は吉野遺跡（縄文～弥生時代の散布地）、早川遺跡（縄文～弥生時代の散布地）、平

原遺翔（縄文時代の散布地）、野瀬厭遺跡（縄文時代の散布地）の範1ll1内にある。

削平部分を対象に31箇所の試掘溝を改定したところ、 !!¥Jli(石片、 9臼磁絡irが若干出土したが、

遺構は検出されなかった．

大陣岳線（松涌町堤川字井手ノ原：確認濶査対象面積0.3ha)は県道三間坂一柑知線から松涌

) IIを越えて、大陣岳（様邸268m)の束麗部から入り南側の中腹部を通り岳坂部落までいたる b

ので、今年度はl¥!辺三1111坂～相知線から220mの範囲で、松浦）II両(Jlllの水田部と大陣岳から束ヘ

伸びる丘陵先端部について確認調査を実施した。

当該地区の水fll部については閑知外であるが、丘陵先瑞部は11年ノ原遠跨（縄文時代の散布

地）の範1!11内にあり、また近接する北側山認には江湖遥跡（縄文時代の散布地）、*木遺跨（縄

文時代の散布地）が分布している。削平部分を対象に 6箇所の試掘溝を設定したが．遺構・遠

物ともに検出されなかった。

*'t岳地区 W.¥川町位尾：確認岡査面積0.7畑）は大野岳（楼高424m)111麗を一1/ilする農道

で．全線4,300mの内、今年度は北側山麗の650mのエ11,区IIりについて硝認潤査を実施した。現

況は米樹l!.I、樹林地、水田である．

当該地区は開知外であるが、周辺には紅指迫跡、向田遺跡、原田遺跡、畑ヶ田遺跡守の縄文

時代の散布地が分布している．

削.,,部を中心として 8箇所の試揺溝を設定したが、遺構 ・迅物ともに検mできなかった。

(13)匹布田町（切楠3期地区（農林漁業揮発油財源切抒R辺）

切楠3期地区（西松浦郡西:{flll町大,,:山谷字鎌ノfj:確認糾査対象ifli積1.35畑）は．国兒~ I

系から東へ延びる丘陵及び谷を横断する農道で｀視況は山林、畑地となっている．

当該地は鎌ノ ·u磁跡（縄文時代の散布地）の範囲,~1にあり、 f:.l辺にも野瀬J船追跡、県木迫跡

等の多くの縄文時代の散布地が分布している，

掘削・f・定部分を対象に 8箇所の試掘溝を設定した結果、道構 ・迫物ともに検出されなかった。

04) -Ill知町 (/il岳2期地区（農林漁業揮発illii1身替農迅）

J,¥li,2期地区（東松浦郡相知町大字佐里字I?岳：確認潤査)~象面積1.35畑）は1;1(1;(屈硲320

m) flj麓の忌斜1(1iが綬斜ihiへ移行する一・：:;-(標硲I00-150m)であり.l1l岳 1期（昭和61年
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度～昭和63年度事業：総延長1,923ml、及び岸岳2期（昭和63年度～平成 4年度事業：総延長

4.202mlの2次期にわたる晨這整偏事業が進められている。

当核地区は周知外であるが、近くには縄文時代の散布地である赤地坂遺跡、明神遺翔が存在

する。

削平部分を中心に9箇所の試掘溝を設定したところ、遺構・遺物とも検出されなかった。
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（佐買.I・.楊地区における潤査）

即 24 佐買上場地区1::1辺地形図 (I: 100.000) 

国 1-.場 LI期（淡） (1Jtf1! 市）
国 I:場IVNIゆ l閻 OH叩 Ji)
困 xn<a辺）（浜J,町）

困 I:場這IKU,玉も（紺西町）

困 上場地[;((交屈）（慎jllj町）

匿 上場IV期(!!ft)(玄海町）

匿 」燐Ill関（巾濾） （肥 ,i;i•f>
⑬ 竹木場1jijlll追ff.Wfilt,li)
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⑭ 管*fili"i!IJ追柊Wri~rlil
⑮ 1l1flllll1,I・II追訳唐fl¥ili)
R 湊松本辺終 (JJfl'I哺）
⑰ 新木場東追終（肥前町）



os> ,m11市（上場u期地区 {i於tiを251:i<I)、 I・. 場IVJ!ll地区（梨川l"Jエ1メ．））

淡工区（火因癸キ松本：確認，渕如戊地I!面mo.76hn)は湊集裕の南側の湊疫神社． 淡小学

校に隣接する砂11：地、及びその後背地（襟祐4ー124m)であり． 西郷川に隣接 しているill.地・：ii. 

小小河川による狭迄 ・ゑ傾斜な1111析平野等変化に・,:,;んでいる。

当該地区は,,l成 2年度」:"Ji・J'・廷地区のJt両変更によ って附加した7.060m• 及び本潤査地区の

追／川の確認w-11査を実施した。

地区の北西側を流れる伯本川対体の丘駿 I:には鞍追跡（縄文～弥生時代の辺物散布地、如I:

II炉代のtn・必群）會？這湿蹄 (JU,fj岱-,'it/I時代の辺物散布地）等がtr.地している。 また 1¾-i 11り方1:,1

200mには国貨畑地：；｝総令上地改良,,凜に伴って批l査され、,::;地代巣沿の(i--11'が6直謁されたi約I•

,f遺杯ぼI t~龍＊（也 1985 「礎l• tf滋跡J J,'f津市文化財潤牡報1'H1畑 14集 1.lfillili教Tl委H

会）が所在している。

面工')>Iこよる削半部分を対象に12箇所の試掘溝を設定した鮎呆. 7箇所でfl).1;跡. I: 哄溝

跨．往穴を検Illし、 7 箇所において弥生—I'.一岱、i:師諾. i!l必岱. ~:.i磁岱、 イ i岱が出 I: した。

佃別協議の結果.・1<成 2年度当切潤究予定地区の一部770m• (,ll・111ij変虻によ って濶布1(1i!t1減）、

今I•りの確認潤介で本潤究が必要になった地区770m'ということで、平成2年炭当111と同じ2.200

而について本PIJ査を行うことになった。

梨川内地区（大字梨川r勺字村日、佐志1J.1• . ドモ111.PJi./!11、河内I.II:確認濶査対象1面積9.0ha)

は、 J}iilt,liの西部に広がる東松浦熔料台地（上場台地）の布浦川によ って南北Ji向に形成され

た 1り1析平野<-~邸I00-120mlであり、現況は水fFIである。

当該地区は未周知であるが．近くには旧石器時代の散布地である殿,t;J~迅跡．大久保追蹄ll.

かm営伐菜基槃笠偏事文に（半って調1i.が実施さit.17世紀jf,j半の古1,lti'ltの潔であることが判11)1

した小1窯が知られている。 C•i•島f/i宰他 1985 「小十窯跡 ・ 大良•I•尾ニッ枝迫跡慨悧J

Utnt,11文化財潤杏報告第12集 1,'/-Wili教n委u会）．

rlii工qtによる掲削,.定部分2地度を対象に10箇所の試揺溝を設主した結災必上より打―rの
!!.I叫石、沿磁苫が/I'.土したのみである。

(16)浜・1c町（大約地区）

大料地区（東松iili郡浜用町大字横ll'「ド:r:小仏谷 ：雑i認曲1i対Sltrffi積0.51,a)は9、)ftll,liとの,Ii町

地に位沢する絞JJ1(ほ邸283.7m)の北束斜面（ほ佑i45-65m)の横lU-f,1;tl'lが立地する （i駿か

らitJ西憫の谷部に築かれている平場湘池のjfj(Iりを迂l!!Iした後、 1tfび汲ll!Ji:陵斜面を J•. I) ながら

延楽寺方向へと向かう路踪である。なお現況は叛llt園として利Illされている。

ざは地は卒場古m群の範II~内にあり．同一丘陵先端部にはlfl史跡の横m杓；tJ'Iが・;r.地するな

ど、翌-;む双,,奎から横U式石室へ，I:.移行する時期の古川が多く点在している地),JIである。
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掘削"f・定地を対象に13節所の試掘溝を改定したところ、 4節所から哀、岱台守の弥‘肛．． 店が

tiばしたが遠屈は検II',できなかった。

(17)鉛洒町（赤Ji毛エl忍炎J紅i:区）

赤玉毛.J:区（東松浦郡鋲西町大字名頷柑字赤王毛：調究対象面積18.0ha.L=J.850mlはJ:

場台地特布の低印凌と谷部が入リくんだ地形で、工事施工は椋品f,20m前後の谷水田と．主にJr.
陵服部を巡る塁辺について実施される。周辺の丘駿には木下延9菱、古III緻部、堀秀治等の騨蹄

が分布している。

R迅部分を中心として 8箇所の試揺溝を設定したところ. 5箇所の表上及び耕作tからf,'-1:(7)

9り磁沿が出土したのみであった。

変原J:区（＊字名護屈：筏，；17. 占舵、神Ill:潤介対象面積L=l.700m)は玄海灘に突きIllた

小半島の屈茄30~40mの低丘陵地併で現況は畑、原野である。工事は哀道娃設で．一部長束・,i:

家陣跡を通る。 IM辺にも氏永行広．足利義昭、藷生氏郷等の陣跡が分布している。

氏道部分に9節所の試掘溝を設定したところ、 4箇所からが，：干の籾磁召、焦紺石J¥・がりI±し

たのみであった。

(18) 玄海IITrn介地区）

此介地区（東松浦郡玄海町大字長介字鬼塚 ：確認潤査対象面積14.0ho) は打浦川のIり1析によ

って形成された標硲3-33mの平野部で現況は,J<[U及び畑地となっている。

当該地は周知外であるが、北債には樟ノ追遺％（縄文時代の散布地）、市omには浜Ill遣跨（縄

文時代の散布地）及び近世の烹跡である諸浦烹跡が分布している。

削平部分を中心として24箇所の試掘沿を設定した結果 1箇所から石柁 1碁が検Illされ、 -'.'I!

： I: から1¥'玉ガラス小:l,ヽ m罐石桑,1片、土岱片がII.I土した。その他、 1箇所の耕作土から/!.¥1/,l

石のナイフIf多石苔．石銭．知1片.;J・.?.1が,,,,,土した。

(19)肥前町（上楊LIi期）

上場LIi期（東松浦郡肥前町大字中浦字八ノ久保・池ノ山 ：確認濶森対象面積2.5畑）は東松/iii

半島のII市部、伊万里消に面した楼窃50-IOOmの傾斜地で、現i兄は棚田となっている。

当該地は周知外であるが、周辺には松ノ下I・II遺跡．餅Ill迅跡容縄文時代の追物散布地が

分布している。

削平を受ける部分に28箇所の試掘溝を設定した結果、石鏃、石核及び謀耀石Jヤが名；干り1土し

たが、流れ込みによるものと巧えられる．また、；ft/IIは検出されなかった．
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＜筑後川下流1fl水平菜に係る調査）

水沢源開発公団（筑後川下流1「I水建設所）による筑後Ill下流用水事菜に係る文化財の確認岡

査は、佐＂東部祁水路の上峠工 Iii(」こ峠町）と、大託1111幹線水路の甜？訟頂煎工区 (~r,r,,;町）、干

代llll瓜の町-r.区について行った。

(20) J:. 峠工区（三養基郡上峠町大字坊所i洒峠、 三本松：確認調査対象面積L=350m)はJ:.

峠町のはほ中央、探砧9-!0mの舌状台地の市端に位iなする。

当該地の東端は弥生時代の散布地であるIii所三本松遺蹄で、その西に小坊所遺糀（弥生時代

の散布地）、塔の塚税寺（奈良時代の寺院路）、北（J滋跡（弥生～古in時代の集落跡）が辻なっ

ており幹線がその中を通っている。

17箇所の試掘溝を設定した結果、小tJi所迅跨内の 3箇所から竪穴住居跡、土漿芍が検Illされ

た。 協議した結米、水路部分760m'について本~I査を実施することになった．

(2J) :r,i;, 為紋工区（佐買郡船狂T大字為頂字勾)T{: 確認調査対象面積L=400m)

佐n市久保泉町大字」：和泉、下和泉 ：舘認闘査対象面積0.37畑）は早津江川の北/ii.楼沿il.0-1.

Smの底平な沖積地に位沢し、中央を大五川が西流する。

当該地は未JI,!知であるが、周辺には中世の城跡 ・ 集蒋跡である寺井城跡、 t.)煎村•I•遺％が分

布 している。

IJ箇所の試掘消を設定した結果．迫構 ・遺物と bに検出されなかった。

(22) 千代lllJf,(の町工区（神埼郡千代田町大字投Iii字ヒ本松：確認調査対象面積L=77m)は城

原川西lil約2kmの地点で、クリークに囲まれた約50mの匹方の探硲 3mの島状地である。

当該地は未間知であるが、周辺には弥生時代の集裕跡•項秘であるnが1当神社遺跡を初めとし

て、弥生から,i,世の改布地である姉二本松道跨、姉一本松遺蹄．壌原四＊松迫蹄祁が分布して

いる。

6箇所の試掘溝を改定した結米、 m沿部の約12mの範梱で中世から近世の溝跡、 土痰及び遺

物が検出された。

協議した結果、水路部分31.Smについて本曲森を実施することになった。
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IV. 平成2年度発掘調査の概要
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（佐代東部地区における潤査｝

“ら'.(1) 原古!'i遺~(略号： FHU) 

逍跨の所在地

Iふ柄jf;J且1ボ町：f'大植

濶査甜本名

Ji栖市教訂委H会

湖究期lnl

平成 3年 2H

~ , 令面積

270m' 

迫跨の概要

図26 原古Tl迅跡周辺地形図(I: 25,000) 

原，り賀迅蹄はWHl山の北、安良川が大きく東に切曲するところの右岸に立lll!.する。大楠の集

沼は集落の両出入り nに立つ六地蔵が示すように中世より存絞することが確認できる古い集甜

であリ、関1i地区はこの集裕の栽る硲台を下った束裾部にあたる。確認調究では東にかけて広

い範囲で•1'111;迫構の存在が確認されたが.I鴻査地点は1ol11場整憐工区の端部である排水溝設因部

分に阪ったため，以Iiりよりある溝や溜池跡と大部分が煎なり、中W:の遺構が検出されたのは40

吋余りにとどまった。

副穴地点は低i~地状となり粘沢上の地山で湧水も若干あり、木質部分の::/i捜物が多拭に伐存

していた。検Illされた辺構は：H費が2、石組状遺構が1で，あ とはピッ トである。SKOl土痰は

祭j;;j_l:疫といえるもので.bl: 部にij;JJ砕と考えられる板石を据え，い ったん捏めた後に土師皿や

1111物や編み製品守を脱菜した複数の小穴を上から掘＇）こんでいる。またビットの 一つからは土

岱片や木岱類に札ざって桃と'Ml桃の種が出・I・.している。 何らかの理由でこの石を封じ込めるよ

うに埋納したあと、そのお祓いに使川した笞物をそのあとIi!棄したものと思われる。なおこの

石の下からは鉗銭（元翌泊宝）が一枚投げ入れた状態で/JI土している。銅鉄はそのほかSK02:I:

哄からも❖JI鮮jift宋が一枚出：I: した。このはか石糾状迅椙からは焼~:とともに土硲片が多数/1',_I:

した。祭祝に件って火を焚いた場所であろう 。この一角が室町期の祭詞I関述の空1111であったも

のと息われる。ただ、こうした迫構が一般集浴に付随するものか、あるいは館等に伴うものか

どう かについては曲.ti.而積が狭小のため明らかにでさなかった．

- 52-



(I)原もt証糀辺I昂集中部（西から）

(2) SXOI祭祀：I捩 l濁（洒から）

(3) SXOI祭祀I:漿 Flt!<丙から）

(4) SK02這 (1tiから）

ぶ了；ぅで苓
•'、9

“ら・"'"
,ゞ,,•. 
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.、
(2)養父遺餅（略'-}:FYY) 

遠跡の所在地

晶栖市養父町

岡査主体名

，氏栖市教訂委U会

岡査期間

平成3年 2月-3月

網査而積

1,200m' 

遺粉の概要

養父遺跡は、［淵栖市のほぼ中央を流れる安良川の左岸に形成された、探麻約50-30mの、南東

に傾斜する養父扇状地上に立地する．遺路周辺は市内から久留米方面にかけて遠望できる硲所

である.i,/.J査JI!!.点の標店は約30mで、圃場整伽,,業による'fjl)平部分3か所を潤査した。

1区からは住居跡 4、方形竪穴遺構 1および小穴群を検出した．時期は弥生時代後期後半～古

頃時代前期である。方形竪穴遺構は住居跡である可能性が硲い。

11 区からは束西に走る糾約 5mの溝状遺揖とこれに注＜•小溝を検出した。時期は奈良時代で

ある。あとは小穴（時期不明）を多数検出したが、そのうちの一つから脇差しが一扱り出土し

ている．

UJ区からは弥生時代中JIii初頭の土撰 I.竪穴 I.弥生終末～古墳時代初頭（庄内併行期）の

住居跨 1、方形竪穴 1、古墳時代iiij期（布留併行期）の住居踪3を検出した。 SH02住届跡から

は二頂口紐の丹塗小型壼が出土した。併出土器からも庄内期にまでの11'.る可能性が独い。古項

時代前期の住居跡は 1区のいのと対応するものと息われる。

近辺の牛Jf.iwllll遺跨や元古双遺跡からは最近の悶査で弥生時代後期後半一古tJ'I時代前期初頭

にかけての遺構が検出されており、養父遺跨とその周辺一岱が一つのグループとして新たに認

諏できるまでになっている。比較的不明な部分の多い、B栖市内のこの時期の集落変遷を知る上

で、今回の岡査結果は重要な沢科を提示できそうである．発生期古項を含むt)'I幕の発兄と共に

今後の潤査に期待がもてる．
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.ん,.
(~)本村遺跡（略号 ： FYH) 

遺跨の所在地

、し栖市山涌町字本村

調査主体者

品栖市教育委貝会

祠査期間

平成 2年 7月

調査面積

950m' 

遺跡の概衷

本村遺跡は存振山系の雲ff尼峠より南東方向に派生した丘陵突端部の南麓に立地する。この

裏llJは通称「寺Ill」と呼ばれるが． この場所に円成寺という禅宗寺院が明暦元 (1655)年まで

は存在していたことが確認されている。今回、圃場整偏軍業により刑平を受ける300m'程度の部

分 3 箇所を綱査した結果、 oJ·•-近世の遺構が検出された。

潤査区は互いに近接するが、検出された遺構の時期はそれぞれ相違する。最も窃所にある 1

区からはビット群と共に池状の遺構を検出した。庭石と理解でさる巨石が2個配されており、

うち一つの下からは五怜塔の水輪の部分が挟み込んだ状懇で出土した。迅物は庇面より径町期

の耳皿や明のw磁片が出土している。また、池状遺椒に連綬した石糾状の遺構の中からは転m

された形で五輪塔や宝殴印塔の笠の部分が出土した。

II区からは土匹が投げ込まれた状態の土演が7碁検出された。これらの土濱は互いに貨復し

ており、少なくとも 7回にわたっ・て税某がおこなわれたことが確認でさる。中からは土飾皿、

柑鉢．土鉛、瓦各片.i't磁片が多黛に出土した。 9寺期は13世紀前半頃であるが、 Ill土遠物は一

括没料として、 土濱の危復関係の詳細な検討と合わせて、今後の整理作業により若干の編年的

成果が期待できそうである。

Ill区からは近世初頭期の埋甕状遺構が検出され、下部のみが残存した状態で5基の大甕が出:t.

した。これらはいずれも索焼きである。このうちの 3甚はまとまって検Illされ、内部には柑鉢。

小甕等が投棄された状慇で出土した。大甕の特徴としては9糾恣でなく索焼きであるこ とである。

まなもともと褒が据えてあったと推定できる土荻が2甚検：llされた。そのほか片辺41目の11i1

JT. 柱娃物跡 1棟が部分的に検出されたが、うち 1つの柱穴からは灰に混ざって銅銭（種別不明）

が1枚出：I: している。

以上のように．今回の剖査で出土した,,,世ー近lせの遺構は部分（内ではあるが、 r11成寺との

I関述を十分に1',定できるものであるとJ;;J時に、この地区における中111:の様相を窺い知る数少な

いfHとして頂姿である。
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(l) *村追跡 1区全1;t(東から）

(3) II区全沿 (l♦jから）

(5) 1111><'. 近lltl雙安辺構 (illから）

(2) J [1! 池状迅構（西から）

(-1) llr,(•1'111; 1: 濱（東から）

(6) Ill区小Ill:掘ヽH~紐物蹄（北から）
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(4)酋自遺跡（略'!-;・:FYN) 

遺跡の所在地

Iふ栖市山浦町字西田

糊査主体者

晶栖市教'f-1委只全

謬l査期fill

平成2年 9月～平成3年 2月

悶査面積

1区 2,130m' 

Illヌ: I. 710m' 

[I]区 1,950m' ~t5. 790m' 

遺跡の概要

図32

洒田遺跡は鳥栖市の西北部、芥簸山系の雰野尾峠より派生した丘陸群の一角に立地する。現

状は北幻自動取迅が積断した体を成しているが、もともと段丘状あるいは谷状の地形が入り組

んでおり 、 現在は段々畑• 水LUとして利/Tlされている。圃場整偏11,業による削平部分3地点を

祠査した結果、広範梱にわたり縄文早期の滋跡が存在することが明らかとなった。

付近には後期群集れの分布地点で点在するが、 II区で一辺が15m以上になる方墳の周溝の一

部を」．．部が削平された状態で検出した。時期は 6世紀第 3四半期である。これ以外に、近世あ

るいは中世の遺物が包含附より各地区で若干みられたほかは、すべてが縄文時代の遺構 ・遺物

である。II区から縄文中期の船元式の波状日紐深鉢が倒沢状態で爪独出上し.ill区からも前～中

期の深体が埋甕状態で検：J¥され、あるいは 1区から多少の縄文晩期の土器Jヤの包含が兄られた

ものの、本迫跡は縄文・'?・期を,,,心とする時期の辺跡と后い符る成呆を!tit.:。

縄文1,•.期の追構として、住居跡は兄い出されなかったが、 集石辺構と総祢される遺構が多数

検出された。また 1区からは硲とし穴状の土漿や集石j湯贄秘の可能性が芍えられる遺構が検出

されたはか、各潤在地点で平1fii不整影の性格不明土漿が多数検出されている．

「集石迫構」は、石を組んだ、炉としての使用が明らかに愁定できる 「石組炉」と、平面的

にあるいは土痰を伴って礫が人為的に集められた r集石Jとに 2大別でさる。本迫跡からは石

糾炉が8基 (I区5碁、 n区 1碁、 lU区2甚）、これ以外の秘石迫構と判断できるものが70基程

度 (I区34基、 II区5基、 Ill区32甚）検：J', された.jilij名ともに焼かれた痕跡をもつ礫を含むこ

とから、尻外の潤現施設とサえるのが妥,..,,であるが、とくに後者のうち31基 (I区9碁、 II区

22基）は、いわゆるi!.~ し焼施設（炉）としてのm途を愁定でさるものである。しかし、あとの

40碁税JJ!'.(I li.25碁、 Illヌ:5碁、 Ill区10必）箱認した集石泣1鼻については、実際にこうした性

佑付けのみでは理ft~ し難い。これらは小：い炭のq,に」沿出を伴っていくらかの礫をれいたもの
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や、熱処理加工後の投棄状態を示すもの．あるいは単に崩壊拡散した状態のものなど、桶々の

形態の焼礫集積遺構、または)ftに礫群とよぷぺきものであり、今後別の視点で検討する必要が

ある。また、これらは蒸し焼炉も含めて、述絞した形でグループを形成しているが、個々のJf1.

位の把担、あるいは時間差等についてもさらに詳細な分析が必要となろう。

Ill区からは非日常的な何らかの心息が反映されているものと息われる．ほぼ正確に東西方l句

に並んだ格状配石が下層から検出されている。これはgの上部に並ぺられた泣標、あるいは東

西に追なっていることから信仰に関述した辺構とも巧えられるが、性格については今後の検討

課題である。また、 1 区から出土した摂耀石 • 安山宕質の原石およびチップ・桑IJ片あるいは未

成品の出；t総数は数千点以上にのぽり、石器製作地としての性格も捉えることができるという

ように、各渕査区は互いに近接するるものの、同じ早期でb遺構 ・迫物の分布状況はそれぞれ

趣を異にするが、今後の整理作業の追展によ り平期の中での時期差、あるいは生活空間の移動

し含めたこの時期の集団関係の一溢に触れ得るものと芍えている。

(I)西rn遺跡 1区全景 ([fjから） (2) I区集石追構検：LI状況（南から）
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(I) 却u迫f¼IIK集1 i群検II\状況（丙から）
(2) I区 SX45、SX46即 i炉 (111から）
(3) 11,(SX47出石J:痰佃から）

(4) I区 SX32即 ii炭（東から）

(5) I (,(SX65即 iり（北から）

(6) 11メ'. SXSS, SX59印 iか検II¥状況（西から）

(7) I区 SX59巣:,;が（北から）
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(I) 西Ill辺跨 I 屁SX53集りI:~贄硲（北から）

(2) I l>l. SK49」涼 (Jl(から）

(3) I IX. l'P~I文 1:z,111」••状況（北から）

(4) Hix. 船Jし式」:ZIii¥」：状況（北から）

(5) 111()(, 岱状配石検Ill状況（北から）

(6) lllli (西から）

(7) IIIIX: ,:i}状虻:ri1'1集石,.痰（北から）

（図35)
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._, ... 
(5)鈴町迅蹂 （略,;;-:

追跡の所在地

三養碁郡基Ill町大字I/ii部字鈴町

糾在HI-名

如 II町教行委n会

渕介期1111

平成 3年 7fl-9月

岡査面積

3,200而

滋跨の概裂

図36 鈴町迫跡J/,j辺地影図(I: 25,000) 

鈴町迅蹄は、町の南西部に位設する中阪山の東側で、秋光川とIll・ト'Illによって形成された屈

状地のば硲36-38mに立地している。遺隊の西側には、古項時代の頃らと"'世の山城で園部城

の支城とゥえられている巾閑1J1遺跡、北備に御仮殿古Jf1群、南側に奈良・平安時代の東輻寺迫

蹄が分布している．

甜1i.は、エl)>によってり）土される部分と水路：r.11, で掘削される部分について実施した。潤査

の結果、弥,,,時代,,,期の安棺磁 6碁、 土演 1碁、 中世の.I燎 1基井戸 2基、溝 l条、 9寺期不

明のmz条 ・小穴群などを検/I',した。

甕柁秘は、凶:ti.区の中央付近に点在している。各々の残:{j.状況は面く、下2因部あるいは最下

部のみがIll土している• I -3号甕棺硲は小児)JIで他は不11)1である。時期は. •I• NI中頃のもの

と名えられる。

l刃・:I:燐は、」、．部をかなり掘削されていると思われ、上沿）ヤが数点のみ出土している。炭棺

似と同時期のいのと芍えられる。

I'•}11'戸は、濶'It.区の中央部に近接して11¥:I:している。はぽ円形で、瓦沿椀が出土している。

2サ1H;は、潤'ti.la:(の東側に位ばしており~＊製のH:I:が 1点/JU:している。その北側は 2段

掘りで、石積みがなされている．また．石積みの内備には、 3本の抗が打ち込まれている。

介l•Iの潤究によって、本町における甕棺硲の分布がIIげ川以南の」r.陵と，，，えられていたが秋

光）IIまで分布していたのが確認された。今後i:a辺地区の糾査によ って虔棺硲の分布状況が明確

にされるものと息われる。
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(I)鉛町遠翔全茶

(2) 6り壺棺秘（西から）

(3) 2',}上漿（術から）

-63-



(6)原古賀遺跡群

じ""拾徳遺跡<•各乃： JTK) 

···~· · んばん●'"窃柳三本桜遺踪（略号： TS2) 

遺跡の所在地

三養基郡中原町＊＊原古"

字拾徳、字三本桜

糊査主体者

中原町教行委且会

罰査期間

平成2年6月-ll月

製査面積

4 .500m' 

遺踏の概要

拾徳遺跡は寒水川西岸の段丘上に位酒し、襟硲約30mをはかる。検出された迫構は、弥生時

代•I•期前半の土濱2、奈良時代の土濱及び溝 12-13世紀ごろと兒られる不整形の集色土の裕

ち込みである。遠物は弥生時代の遵、壼及び須恵i,、土師店、情磁椀が出土した．

邸榊三本桜遺跡は凜取LL」から南に伸びる段丘上に位困し、楳窃35m-37mをはかる。悶査区

は大きく 2地点に分かれ、さらに東側を 4区 (I-IV)、西側を 2区 (V、VJ)の計6区にわけ

た。

検出された遺構は土濱、澤、批立柱建物、ピット であり、一部に縄文時代の包含肘が見られ

た。土濱は不整形で迫物の出土も少なく性格不明の物が多いが、 VI区で検出された土漿からは

奈良時代の須恵店や土師沿が出J:し、底面には赤色頻料が兄られた。漑は輻広で深いしのと紐

が狭く浅いものの2椛類がある.iiii名には 1区で検出された溝があり、中からは奈良時代の須

恵店、土師店がコンテナ2箱ほど出土した。後者にはIll区及びV区で検出された直線的なもの

とV区で検出された直角に曲がるものがある。時期及び性格は不明だが条毘関係遺構の可能性

もある。掘立柱建物はVI区に集中しており、 2IUlX 3 IIりが3棟、 2間X4間が1棟である。時

期は8世紀代であろう 。

出：I: 遺物は須恵若、 土師送が主で、他に縄文土;.;(¥"I畑？）、石鏃、尖頭若、舶故甘磁椀、近

世掏磁沿Jヤがある。 須忍器、 土師呂は奈良時代を •I•心とするものである。

今回の調査では弥生時代•l•期初頭及び古代の集落の広がりが確認され、 今まで没料の少なか

った縄文時代の遺物が1ll土するなど大きな成果をあげることができた。
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(I)窃掬三本桜遺跡 1・II区全l;t
(2) I区全景

(3) lll・IV区全景

(4) V区全貸

(5) VI区全炊

(6) VJ区揺立柱紐物跡
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(7)八藤迅％（略号： YTO) 

遺翔の1祈在地

三表碁郡」・蛉町人字堤：('迎f屈

罰森主体者

上桂町教'(.f委n会

潟査期Ill!

平成2年6月～平成3年HJ

潤如(rii(I

10.650而

滋跡の慨姿

八藤辺判は、布仕l1l1系から派生する栢硲22m-36mの小位舌状丘陵」こ（八藤斤．駿と（反称）に

立地する、縄文時代から奈良時代にわたる集沿を中心とした複合泣枯である。八蘊Ji・陵は、西

をり） illi川支流の大J.~届川＊東をりliiliJII支流の大谷川に開析され、 ,ti北に延びる丘駿となってい

る．本迫跡の周辺には、北方の111麗部および洪積憔6:J父,:r,位面に,T.地する，•;t(I時代後期の小Iり

川からなる;•;tJ'l群、西方の二lli!IIU丘餃に立地する二塚ill逗跡群、南東方の船石.6:J交に立地する

船石迫％が,,rr在 してお ＇）、弥生時代を小心とした各9寺代の道蹄が沿密に分布している。また、

*r, 絞から西J;へ派生する一支:Ji:が古代に災土塁として成形和1月lされている。

＊年疫の潤究は. 2地区 (IV区： 9.710m'・Vii: 940m')についでK施した。

IVl1{の潤介では、縄文時代から奈良時代にわたる各期の追情、遺物が検出された。

縄文時代の辺構としては、後期の土痰が多数検II¥されこれらにtr-い、 縄文式土岱片と ともに、

多数の石岱、象l]J¥・.チップ類が出 I:している。 特に．石匙が各J:~名から10点程度まとま って出

上しているのが注blされる。また、部分的に追＃している包含府は 2mX2mのグリッドから

20()点近いナ・ップを/IU:した地区もあり、石沿製作の鳩であったことがうかがえる。

弥'I:時代の退構としては、 •I•期後半から後期初頭の竪穴式住居跡2阜f、岱台を伴うl'llf多.t漿

,~nがあり、これらに作う ：I: 岱が111:1:している．

奈良時代の所J汲とサえられる追構としては、 J足上Aから約 6mの!Ill屈で北行述絞して本丘駿

を横断する 2条の溝状追構．掘立柱述物椅51屎.,I:. 痰守がある。これに作い・I・.師沿1;・、須忠沿

片がIIUこしているが、焼J.:を含むJ.:炭からはふいこの羽[l!,/1¥J:している．

V区の潤究では｀弥'I項寺代,,期の竪穴式lt/JJ翔 J 粁~ 奈良11.~代のものと息われる批立柱建物

跡 2棟等が検出された。

今回の潤1i.で、縄文時代後期の迫構 ・這物がまとま って検出された。このことは、 m束部の

縄文集沿のあリ方を名える上で1"I煎な打料といえる。また、 J'P.I:投に関述する昨期の迫構が検

Illされたことも」沿じの性格付の」:で大きな一助となろ う．
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(l)八藤遺翔IV区全禁（北西から）

(3)縄文時代土濱 (11/から）

(5)弥生時代竪穴ft店粋 (il-iから）
(7)奈良時代溝状遺楕、 ;I:被柱穴群（市JI(から）
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(2)縄文時代：I: 城（西から）

(4)縄文時代遺物包含層四査風繁

(6)弥生時代円形土濱（北から）

(8)奈良峙代間溝を件う揖立柱建物（南東から）



9つ鼻み,u-,r.o
(8)堤六本谷追跡（略号： TTR) 

遺跡の所在地

三養基郡上蜂町大字堤字六本谷

綱査主体名

上峠町教育委U会

調査期間

平成2年 6月～平成3年 3月

調査面積

8.000m' 

遺跡の概姿

図42 堤六本谷遺跡周辺地形図(1: 25,000) 

本遺跡は．脊仮IJJ系から派生する斉窃斤陵の低位面及び先溢部（様高24m-30m)に位沿す

る弥生時代から近世にかけての迫跡である．本丘陵北部の高位面を含む山麓部および洪積111:丘

陵邸位面には古墳時代後期の小円頃からなる青柳、新立．谷渡、餃西山面純等の古項群が形成

されている。また、周辺には、西方に税形原迅蹄、二塚山遺跡群が．また東方に八藤遺跡、さ

らに東柑方に船石遺跡群が所在しており ．弥生時代を中心とした各時代の迫跡が濃密に分布し

ている。一方、本遺跡から南方の災土投までの間の谷水田部分からは追楕は検出されず．災土

塁の性格を芍えるうえでR頂な空間となっている。

潤究は．面工市で削平される部分6地区について実施した。（右頁潤査区位沢図参照）

遺路の故も匹にあたる 1区 (I,240而）では、弥生時代中期のこf:濱、奈良時代の屈立柱建物跡．

:I:.擦．その他ビットなどが検/J',された。 11区 (710m•) では、奈良時代の土城ほか、近世の土演、

時期ィ渭1の揺立柱建物跡2棟等が検出された。 Ill・IV区 (3,250吋 ・510吋）では糾査区の低い

部分からは近世の遺情が検出されたのに対して、 一段硲い部分からは、弥生時代後期の土漿、

奈良時代の:I.:演等のはか、ビットが多数検出された。このビット群の中には、建物跡の柱穴も

含まれているが、数が多いため正確な娃物の1東数は::J,"Jlである。遺跡の東斜面にあたるV・VI

区 (I. 420rrf・870面）では、奈良昨代の土擦、溝等が検出され、中にはまとまった紙の土Cili西、

須忠沿を/JI土した土被bある。各潤査区で検出された遠構にともない、弥生式土沿、土師路、

須恵岱、近世9月磁沿 (18世紀後半-l9世紀）などの遺粉が/J¥:1:.している．

今回の調査で、 lll・V・VI区か ら奈良時代の追構 ・遺物が検出され、堤土塁とその周辺の関

述を知るうえでl't![(な沢料を得ることが1彫米た。また、 II・Ill・IV区から近世の追構 ・遺物が

検出されたことは、近1仕に.:.の地にあったとされる「大氏居J或いは「大土井」（う うどい）集

落に比定できよ う。
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(1)提六本谷迫踪 1区全沢

(2) JIil(令袋

(3) lll・V区遺情集中部
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つつみど贔い

(9)堤土Ll(略号： TTM) 

遺跡の所在地

三養碁郡上峠町大字堤字迎原

調査主体者

上峠町教脊委員会

抵l査期mt

平成2年6月一平成3年 1月

綱査面積

3,350m• 

遺蹄の概要

図45

堤土只は、守銀山系から派生する二塚山・八藤の両丘陵が最も接近した位殴の谷部をせき止

めるような形で構築された古代（正確な築迅年代は不明）の土塁で、延長300m、甚部輻40m、

市側田函iと土塁品硲部の比邸は 9mを計る。現在．土捻中央をり）通川が流れ、その部分約70m

の1111に土区は兄られず、東西の各々長さ約110mの分立した土塁（それぞれ東側｀西側土gと仮

祢する）として遺存しており．この間舷が本米のものか、流失したものかは不明である。

はやくから古代の遺構として知られていた西側土gは由斜面が宅地として開かれ、北償斜

面が祁さ約Smを遺存している．昭和53年に、生活道路の開設に作い調査が行われ、甚槃から

上部がすぺて版築工法で築かれた土塁と判明し、「小水城Jとして注目を集めた。当時．束側土

gは自然の丘陵であるが西側土塁と何らかの関述があると認謡されるにとどまっていた．

本年度の而工事で東傭土只部分も削平されることになり、試揺を行った結果、東側ゴ：只が、

自然の丘絞を形成し、その上に版築工法で約 2mの:I:盛りを行った二段築成の構迅物であるこ

とが判明した。ここは江戸時代中期から堤集沼17)秘地として利用されてきたため、個々の墓擦

による破壊は受けているものの、後世の大規桟なllll発を受けず、土塁全体の形状は洒債土塁よ •

り良好な状慇で遺併している。

今回の詞査は、東側土只の東方、八藤丘校の西側斜面、 3,350rrlについて実施した。その結果、

縄文時代から奈良時代にわたる各期の追構 ・遺物が検出された（縄文、弥生時代の遺楕・遺物

は、八蘊遺跡の岡査で検出されたものと一述のもので、八藤遺跡の項を参照されたい）．

奈良時代の遺構としては、災土塁東溢から述絞して本丘陵を束へ横断する船50cm弱の溝2条

が約6m,17)間隔で並行し、それぞれ問隔は不定であるが庇にビットをもつ、II列の布碁礎かとも

息われる溝状遺構、掘1r.柱建物跡 1 棟守がある．これに件い土価沿Ji•、須息器片が出土している．

今l•.!lの潤森で検Illされた縄文時代、弥生峙代の迫楕 ・ 遠物は、八藤遺跡の遺構 ・ 辺物の範芍

でゥえられるぺさであろう 。また、堤土店に関述すると思われる奈良時代の迫構は、八藤遺跡

で検出されたものも含めて、提土塁の性格解明に欠かせない貸lli:な沢料とtえる。
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(I) JJ.! 1:1.!l:.!1,'状辺情（東北米から）

(2) l:.¥ I双潟fili<令批（東から）

(3)湛状迅情-It傭湛（求-It東から）
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(10)上石動遺跡（略号： KIN) 

遺跡の所在地

神埼郡束守松村大字石動s,:四本杉.1i本杉

一本松

調査主体者

束布扱村教'f:I委U仝

調査期間

平成2年5月～平成3年3月

調査面積

8.000m' 

辺跨の概要

閑48

東布船村は佐買県の東部に位沢し、村の南部は行恥1」系の雨飩で、 iti北に社i・ヽ,,位段丘が細

長く広がる丘陵地{j}である。上石動迫跡はこれらの段丘の中の二塚山段1テ．・目遠li;i段斤．がで糾

1J」系に結び付いた南鏡のゆるやかな傾斜地上で、田手）IIの束岸に広がる標硲約50mに立地する

迫跡である。追跡の周辺にはW銅器や鉄笛を多く出：I: した弥生時代の三浪,kllJ辺跨 ・ニ塚11」迫

跡群 • 吉ffヶ里遺跡群や、古代から近世にかけてのILi岳仏教遺跡である箆仙寺跡などがあり道

跡の密度が硲い地域である。

上石動遺跡の潤究地区一{I}は現況の水田に古頃の痕跡と考えられるものが存在しており．ま

た、隣接する 他の遺粉からは古t.nゃ古墳昧代の竪穴住屁辣がかなりの数硝認されている。

今lり1の調査では縄文時代のものとして小範囲の道物包含吊の他、 土漿が確認された．古項時

代のものとしては横穴式石宅を内部主体としたi印ti2碁が維認され、さらに鎌倉時代から当町

時代にかけては． ：ヒ猿磁 1基 ・掘立柱建物跡 l棟 ・穴多数が確認された。特に、柱穴とみられ

る小六群は今後の検討から掘立柱建物隊の増加が兄込まれる。又、関査地区全域に中近世以隆

と兒られる潅漑用水路と兄られるit/I跡を多数館認した。

出土迅物としては、縄文時代晩期：t.iS・摂躍石 ・サヌカイト ・土師器 ・m思岱 ．磁器など多

稽多様であった。縄文土器や石岱は遠物包含附や土漿から出土している。古墳の石滋からは耳

只・土師硲・須忠岱・鉄岱Jヤ多数の出土があった。

J:石動遺跡潤究地区は、検Iii迫楕から縄文時代晩期の硲地と生活辣、古項時代の硲地、中世

の硲地 ・集落跡の大きく分けて 3つの昨期の活動痕跡があった。財辺地区の状況からみて古m
時代の集俗跡や中世の集浴跡は散発的な分布で余り大きくなく、古lft群はかなり広がりがある

ようである。各々の時期の間に空自期間はあるが、田平川束岸の石仙地区の開発史とともに目

遠原段斤．の泣跨とのつながりを芳える上で興味深い。
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(I) J::(j動遺跡横穴式石当（」；から）

(2)横穴式石室 (iりから）

(3) J: 濱硲 ([Iiから）

(4)掘立I追物跡（束から）
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(IJ)井手遺踪（略号： IDE) 

遺跡の所在地

神埼郡神培町大字尾崎字井手

調査主体者

神埼町教育委J;l会

躙査期間

平成2年5月～平成2}f,8月

調査面積

250m' 

遺筋の概要

井手遺跡は、 町北西部の扇状地上に位置し、標為10mを測る。

調査は、 ．圃場整偏軍粟によ り掘削される水路部分を対象とした。その結果、弥生時代の溝跡I

条・中世の掘立柱建物跡は 3棟以上・溝跡2条 ・包含層などを検出した。

弥生時代の溝跡は、調査区南端に位笞し｀南北方向に伸びる。中世の揺立柱建物跡は覇査区北

部に集中して検出し、全て建物の全容は不明である。その中で、建物群の東溢部に面北方向に

5間以上の柱列を確認した。また、連物群の南端部には東西方向の溝跡を検出しており、.::れ

らの遺構の外部には建物跡は認められていない。このことより、東西方向の溝跡及び南北方向

に走る柱列によ って区画された建物跡の存在が想定される。今囮確認した遺構は、遺跡の東溢

部とゥえられ、建物胚の中心部は調査区北部及び西部に広がりを持つものと思われる．

遺物としては、溝跡より 14-15世紀の土師沿杯・鉢が、東端部の自然の谷状の落込み部分の包

含層より土顧臼杯・漆器椀・木製品などが多数出土した。

本遺跡の所在する地区には、これまで遺跡の存在は確認されておらず、中世の区画施設を持

つ建物群は集落の形成とその構造を知る上で渥要な沢料となる。
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(l)井手遺跡躙査区全兌

(2)械立柱建物跡全仕

(3) *岐品出土状況

一-~ . ー 一
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Uかえだ

(12)迎田遺跡 1・II区（略号： MKD) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字尾崎字迎田

調査主体者

神埼町教育委貝会

岡査期lfll

平成2年7月～平成3年 2月

調査面積

3, 750m' 

遺跡の概要

図52

遺跡は、神埼町北西部の楳祁13-14mをatる徴話地上に位滋してお り、本遺跡が位沢する一

帯は現在迎田• 井手集落が形成されている。

調査は、圃場整偏工軍により掘削 ・削平される部分にあたり、潤査前は畑地と して利用され

ていた。調査の結果、弥生時代ー鎌倉時代にかけての竪穴住居跡 ・土漿 ・円形周溝状遺構 ・甕

棺墓• 土濱・掘立柱建物跡 ・柵列•井戸跡 1 基・溝跡 ・ 包含眉などを検出した．

弥生時代の遺構としては、竪穴住居踏 9紆• 土濱10甚 ・甕棺蘊 1基・溝跡などがある。竪穴

住居踪は、乎面長方形で2本柱である。 2軒より炭化材が認められた。甕棺墓は、 II区の中央

部より検出し、小型の単棺で後期前半頃に位菰付けられる。甕棺慕の主体部は調査区外にある

ものとゥえられ南部の畑部分に拡がりを持つものと考えられる。溝跡は、 II区中央部に位ばし

南北に伸びており｀ 一部西倒に張り出しが認められる。内部にあたる地区に竪穴住居粉が分布

し、外側にあたる地区に甕棺慕が位置するものと考えられる。張り出し内部には媒物跡等の遺

構は認められなかった。

揺立柱建物跡は. 2 llflx 3 fr.J・1問x2 JUI・1間XII目が認められる。すぺて張り出しを持

つ滋跡の西側に位沢している。2間X31lllの建物跡は平安時代に位醤付けられるが、その他の

建物粉の時期は明確にはできない。井戸跡は、平面円形の案掘りで土輝器椀 ・杯・甕などが出

土し、平安時代に位漬付けられる。揺立柱述物跡及び井戸跡の西に南北方向の隕列を確認して

おり、建物跡の一部及び井戸跡と一連の遺構の可能性がうかがえる。鎌倉時代の遺楕としては、

溝跡 1禾がある。その形状より流路と名えられる。

以上のように、本遺踏は弥生時代後期前半頃の張出しを持つ滋跡が存在し、居住空間と埋葬

空間が区分されているようであり~ この時期の集硲構造を知る上で貧要な沢料となる。また、

柵列によ って区画されるような掘立柱建物跡などが存在しており、今後、各遺構の明確な時期

決定を行い全体の構造を明確にする必要がある。
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(I)迎Ill遺跡 l区潤行区全岱

(2)迎Ill辺J/fll区潤査区全汰

(3) I区竪穴m.叶梼検II',状況（東から）
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(13)迎田遺跡lll・IV区（略号： MKD) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字尾崎字迎田

調査主体者

神埼町教脊委貝会

綱究期間

平成 2年 7月～平成 3年 2月

調査面積

1.200m' 

遺跡の概要

図54

遺跡は迎田遺跡II・Ill区の北西部に位霞し、標it'il5-16mを計る。胴査区は、自然の谷及び微

高地部分に掘削される水絡部分を対象とし、近年注目されている古代官道の推定路線上に位霊

する。

調査以前より、 IV区の関査区部分には輻約10-ISm程の道路状遺構が存在することが認めら

れていた。躙査の結果、東西方向に延びる道路踪と考えられる硬化面をIll区の水田部より検出

した。南側にほ 2-3mの土濱状の落込みを検出し、この部分が道路の債溝にあたるものと推

定されるが、規模が大きく明確にできない。路面と息われる面は、砂層の硬化面が紐8-!Om 

ほど確認されるが、南側の土濱状落ち込みは南にも広がっている。このため、明確に路面と確

定するには疑問が残る。 IV区では、切通し状の道路跡推定部分を中心に南北方向に躙査区を設

定した。その結果道路推定路線上には中世以降と芍えられる溝跡が掘込まれており、道蹄部

分と認定できる硬化面の存在は部分的に認められる状況であった。しかし、土層断面観察によ

り、道路跡の債溝と芍えられる溝が中世の堆積土より下層に部分的に確認することができ、推

定路線上に道路状遺構の存在を認めることができる．

以上のように、今国の躙査は官道推定路線上を対象としたが、馬郡地区で確認されたような

明確な道詫粉は確認することがでさなかった。しかし、官道推定絡線状に道路状の遺構の存在

は11J1確であり、今後道路跡の認定の大きな根拠である硬化面及び傭溝の状況など道路の構築法

の再検討の必要性がある．
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(I)迎川Ill区調査区全裟

(2)迎IJIIV区綱査区全岱

(3) t心:ill±附堆積状況

- 79-



● べ9 と"'-じ•
(14)責別当神社遺跡（略号： KBT) 

遺跡の所在地

神埼郡千代田町大字下西字二本松

調査主体者

千代田町教育委貝会

綱査期間

平成 2年 4月ー5月

覇査面積

500m' 

遺跡の概涙

図56 責別当神社遺跡周辺地形図(1:25,000) 

責別当神社遺跡は、千代田町の西部、佐賀市境の襟高3-4mの沖積平野に位置する。この遺

跡は、古くから責別当神社弥生遺翔として悶知されてきた遺跡で｀支石墓の可能性を持つ石組

み遺構の他昨年度の瞬査で掘立柱建物跡、土擦・貯蔵穴、 井戸跡等の弥生時代中期を中心と

する各遺構が検出されている。 遺跡の財辺には、南方に余江西二本松遺跡、西方に佐賀市千布

遺跡｀東方に川崎遺跡など弥生時代から中 ・近世にわたる各遺翔が分布する。調査は圃場整偏

専業により掘削、削平される水田、農逍部分について行った。
(1£11 

今年度*別当神社遺跡II区（使宜的に平成元年度祠査区を 1区とし、平成2年度調査区をII

区とした）から検出した遺構は、土濱・貯蔵穴26基、井戸跡4基、その他不明遺構 1基、並び

に大小柱穴多数である。

111土遺物は縄文時代晩期の土召（甕、 壺、高杯等）．弥生時代前ー後期の土沿（甕、壼、鉢、

忘杯、西台、蓋、支脚等）、石召（砥石、凹石、 陪石、石鏃等）、 木製品 （梯子）、土製品など多

くの遺物が出土した。

以上のように、貪別当神社遺跡の潤査により多黛の安料を収集することができた。特に、今

回の調査で、佐冗平野最南端部の縄文峙代晩期の遺構の検出、 また弥生時代中期の貯蔵穴より

出土した 2本の梯子は、 その当時の使用状況がよく分かる好資料である。このような資料と共

に、この地域は有明海をルートとする文化の帰花地であり、詫田西分貝塚、 姉遺跡と並ぷ弥生

時代の海洋線付近の一大集落として栄えた地方であり．その関査結果に苓づき他遺跡との関述

を含め今後有明海沿岸の弥生時代集裕研究をはじめ地域解明を行いたい．

注 l

決 安信 「訂別当神社遺踪 I」 千代田町文化財劉査報告抒第13集 千代田町教行委U会

1991年
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OJ n:x,,~, 神社遺杯II区全；;t (南から）

(3) SKOJ9貯涵穴悌-f・/Jl.:I:状況

(5) 5£03-0JI'戸跡
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(2) SKOl9貯蔵

(4) SE012Jt-戸蹄



（佐fiili西部地区における調査）
し● , . 

(15)篠木野遺跡（略E.;・:SGN) 

遺跡の所在地

佐買iii久保泉町大字J:.和泉字篠木ff

調査主体芥

佐m11教百委n会

調査期間

平成 2年 9月-lOH

閾査面積

527m' 

迫％の慨咲

図58 篠木野遺跡J/.i辺地形図(I: 25,000) 

篠木,r-遺跨は、佐買,tiの北東部の巨勢/II東作に位沢し、襟高7.5m前後を測る。

周辺には，村徳氷遺跡 ・ 徳＊遺跡 ・ 1/i.l~遺跳など、弥生時代から中世にかけての遺跡が濃密

に分布している。

今mlの調査地点では、江戸時代の溝・..I:猥 • 井戸などが検出された。 I.II土遺物には、 土師若 ・

瓦硲 ・Ill磁苫がある．

糾査面積が狭く、這跡の慨娑はつかみがたいが、江戸時代の集浴の一部にあたるしのとゥぇ

られる．
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(I)左が厖木ff遺跡
右が村徳永遺杯K地点（面から）

(2)籟木野遺跡（北から）

(3) SEIOS井戸蹟
<
9，・女
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(16)賊ク社｝遺跡（略号： HAM) 

遺跡の所在地

佐賀市久保泉町大字上和泉字原ノ町

調査主体者

佐賀市教育委且会

調査期間

平成2年 7月-10月

調査面積

2,957m' 

遺跡の擬要

図60 原ノ町遺跡周辺地形図 (I: 25,000) 

原ノ町遺路は、佐賀市の北東守振山系南覺に廷びる丘陵地に位霊する。遺構検出面の標面は

約17,2-18,0mを測る。周辺には大日遺跨、琵琶原遺跡、東高田遺跡、楔木遺跡等弥生終末

ー奈良時代にかけての集落跡を中心とした遺跡群が存在する。今回の調査では、弥生時代の土

擦 5基、古墳時代～奈良時代にかけての竪穴住居 l軒、狐立柱建物7棟、腸列 2条、土濱 2基、

溝2条、中世の大型土濱8基等を検出した。以下各時代ことに遺構の特徴を述ぺていく。

弥生時代 弥生時代前期の貯蔵穴と考えられる土擦5基を検出した。いずれも長軸2m

程度の隅丸長方形を呈する。出土遺物としては、弥生土西の甕、壺、鉢、また砥石、石斧等が

ある。

古墳・奈良時代 竪穴住居は一辺4m弱の方形プランを呈し、 4本主柱で北悶の中央部に

つくり付けのカマドを有する。掘立柱建物は 2x2間、 2X 3 lfflが中心。この中でもSBl24掘立

柱建物は 1番大きなもので、 4X 2間の規模を布し西側に廂を段ける。またSKllO土濱は燎土濱

で、底面及び壁面全体に焼き締められた部分を検出した。出土遺物としては、土師器、須思器

の杯、皿、 甕鉢、竃等がある。

中世 長軸3-4m前後の土擦を 8基検出している。すぺて主軸を東西方向に向け、興味

深いことに 1列に並んだような状態で検出した。この種の土濱は佐買市内では泉三本菜遺跡、

大B遺跡、立野遺跡で確認されているが、いずれもほとんど遺物が出土せず、その性格は明ら

かでない。出土遺物としては宵磁碗、瓦店碗、土師径等がある。

以上のように、原ノ町遺跡は弥生時代～中世にかけての複合遺跡であることが明らかになっ

た。特に注目したいのは古墳・奈良時代の集落跡で｀調査区の街約200mのところに古代官道の

推定ラインがあることから、なんらかの関連があった可能性が高い。
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(I)原ノ町遺跡SKIO!±濱（南から）

(2) SKllO:l・績（北洒から）

(3) SK12l揖立柱達物踪（東から）

(4) SHl30竪穴住居踏 (ll"iから）

(5)霞査区全沢 (i'!iから）
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(17)翔謀遺跡凶也区（略号： MTN-K) 

遺踪の所在地

佐町Ii久保泉町大字上和泉字徳永

潤査主体者

佐賀市教刊委且会

関査期uu
平成 2年 7月-12月

祠査面積

4,439吋

遺跡の概妻

図62

村徳氷遺跡は、佐買市東北部の巨勢川束岸に位因する。 K地区は、微;r.~地上のやや窃い部分に

立地し、歴硲8.0-9.0mを測る。試掘及び発掘関査のデークから、 E・F・G・H・J・K地区と

は埋没谷によ って分浙されていることがわかった。 K地区は、 Kl-K4区の 4ヶ所の潤査地点

に別れるが、南側のKI 区と北側のK2 ·K 3 •K4 区は狭いJ.'][没谷によって分断されている．

1:.1辺には．篠木野這跡 ・ 徳水遺跡 • i平場遺跡など．弥生時代から中世にかけての遺踪が沿密

に分布している。

どの調査地点も、縄文時代晩期から中世にかけての集落遺跡であるが、弥生時代後期前半_,,,

頃が主体である。

縄文時代の遺構として確認されたのはKl区の土演だけであるが．全体で刻目突岱文：t西が

まとまって出土している．

弥生時代の主な検り1遺構は、竪穴1t.~... . 掘立柱辻物• 井戸 ・土漿 ・溝である。特に竪穴住居

は全体で42紆が検出され、 K4区では激しく切合った状態で20軒が確認された。 Kl区の 8本柱

円形竪穴住1/Jは縄文時代晩期にさかのぼる可能性がある．特節すべき /1¥-1:遺物としては.Kl区

で1:i剣の切先が翌穴住/jiの床面で出土した。

古代の検出迫情としては、 Kl区で奈良時代から平安時代にかけて涅没した流水路が検出さ

れた。/I',土追物には..:l:t.lli沿・ Hi忠硲 ・!!.¥色土岱がある。

•11-111: の検出遺構は.K l 区と K4 区で室町時代の清・堀 • 土漿 • 井戸が検111されている。特に

Kl 区では、 紐3.2m ・ 深さ 2. 2mの堀と、その側に土漿•井Fが検出されている。 /J',:t迫物には、

l:t,iji岱・瓦岱.Jlil磁沿がある。

今Iii!の潤査地点は村徳氷追跡の北東部にあたり、この迫路の弥生時代集蕗が北方にし大きく

広がっていることがわかった。佐買平野における後期の拠点集・俗をウえる上で成要な沢科であ

る．
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(I)村磁＊遺跡Kl区東側

(2) KI区円形竪穴仕届跡

(3) KI区西傭

(4) KIi区土召泡

(5) KIi区方影竪穴住店跡

(6)作菜風仕
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(18)東7.)j田遺粉（略号： HTO) 

遺跡の所在地

佐賀市久保泉IIJ大字上和泉字束甜田

臥1査主体者

佐買市教行委且会

調査期間

平成2年10月～平成3年 3月

潤査面積

7.146而

遺跡の概要

図64 東高田遺跡周辺地形図 (1:25,000) 

東硲llJ遺筋は神9が町との市町壌に近く、佐双市の北東部に位沼する．守保11」系から南に延び

る丘陵地上にあり、遺構検出面のば応は約16-20mを測る。

今回の調査では、便宜上、 3つに製査区を分割し詞査を行なった。闘査の結果、古墳時代ー奈

良時代にかけての多数の竪穴住居と掘立柱建物等を検出し、この地に大規撲な集硲が存在して

いたことが11)1らかになった。以下、各地区ことに遺跡の特徴を述ぺていく ．

1区 古墳時代の竪穴住居 1軒．掘立柱建物1棟、土濱4甚、濶5条、奈良時代の掘立

柱建物121康、土擦3甚、中他の大型土濱3碁等を検出した。竪穴住居は一辺Sm前後の方影プ

ランを呈 し、 4木主注で北堕の中央部につくり付けのカマトを有する。掘立柱娃物は 2X 3 fill 

が中心で、 主紬を北に向け、東西に並んだような状態で検出した。潤査区の南約200mのところ

には古代・1:i辺の推足ラインがあり 、これらの建物となんらかの関述があったことはllll遠いない

ようである。

2区 古項時代の竪穴住居17紆、掘立柱建物16棟．攪列］条、土茨10基、溝3条、不明

遺楕U/;;、奈良時代の竪穴住居 lff、土痰2基、不明遺揖 1苓等を検出した。竪穴ftli!lはほと

んどが方形プランを呈 し4本主柱で、つくり付けのカマドを布するものであった。特に奈良時

代のものは1未面までの硲さが約60cmを測る遺存状態の良好なものであった。掘立柱述物は IX

lllll、2X 2 IHJが中心で小型のものが多い。SX248不IIIJ遺椒はちょ うど古代官述の推定ライン上

にあたるが、詞査区の狭小さに加えて、ほとんどが攪乱によ って削られていることからその存

在を明らかにすることができなかった。しかし．土肘断面によ って側溝と芍えられる溝が観察

でき、この部分が官追である可能性は邸い。

3区 古用時代の竪穴住届33軒、揺立柱建物】1棟、その他古代の井戸．土廣溝等を検

Illしている。竪穴住店ははとんどが方形プランを昆し、4本主柱でつくり付けのカマ ドを布す

る。掘立柱建物は、 Ix I IIU、2 X 211りの総住 3 x 2 llllで．はとんど遺物がII¥土していない

ため、 一部に奈良9寺代のものを含む可能性がある．
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(l)東邸田迫肱 1区竪穴住居跨

mm区SIU53竪穴住居跡

(S) 11ヌ．全最

(2) I区S8109.S811 I. S8112攘立柱建物終

(4) II区SH242、SH261.SH265. SH266 
翌穴住店跡
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(19)慄の木遺跨（略サ・:!CK) 

辺跡の所在地

佐t'i,Ii久保泉町大字雌l泉字裸の木

潤査―l:f,f,:-fi

IHl市教fl委H仝

潤ti.期Iii!

平成3年JJ-l-211

湖究!Iii偵

575m' 

遺跨の慨淡

図66 It木遺跡ft.i辺地形図 (1: 25.000) 

性の木迫跡は神Jjj町との,Ii町坦に近く、佐買市の北東部に位囚する。存恨TI」系から酎に延び

るr,-J袋地 Lにあり、迅構検/I',面の楼硲は15m1iij後ある。

今(111の潤介では、』渭1時代- 'I•世にかけての掘立柱建物、）t-戸、土炭、溝等を検出した。

船 t柱娃物 <SBI05)は LI点で;t,・J-11昧代の所沌とクえられる。2XI tr.Iの娃物で｀桁行2.4m、

梁fr2.0-2.2mの規1及を有する。柱穴掘方は111形に近く．径0.4m、深さ0.4m前後である。

)印 (SEIOI)は IJ,~ 確認した。平1/1i形は1り形に近く．径0.7m、深さ0.6mを測る。平安時代

,wr-の所殺とクえられ、 J:師岱の杯皿．碗、磁、烈色L:四祁が出：I: した。

潤:ti.区が狭9卜であり、さらに遺物もSEIOIから出土 したものがはとんどであったことから、遥

跨の性格を的確に把捏するこ とはできなかった。 ただ少なくとも、古tit時代～ヽ1•1~:にかけての

集落の一部であったことはtill追いないようである。
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(I)探木遺跡

S8105椛立柱建物跡（西から）

(2) SXI03不明迅溝（東から）

(3) SX104不明遺溝 （東から）

(4)潤査区全穀 (1+iから）
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(20)紺術迫粉4区（略号： NSK-4) 

遺跨の所在地

佐釘市久保泉町大字下和泉字氷届、池副

調究主体者

佐n,1,教'f-1委n会

潤査期間

平成2年10月3El-JO月2913

苫1i.面積

451m' 

辺跨の概災

図68

＂縮追跡は、佐 !f1li成の北東部に位因する。 J/,j辺は面に向かって広がる水田地搭である。こ

の中にi岱畑が点在しており、今阿調査を行なったm宿遺跡4区はこのような硲畑に存在してい

た。遺構検ll¥i7iiはば：’注約Smである。なお、今!iiiの潤究区は平成元年度のi釦布遺跡諜1査区の南

約50mの地点である。

南術迫跡の周辺においては、周知の遺跡が密集している bのの．周辺での隣査例は平成元年

度に実施された,Ii宿遺跡の覇究（弥生•l•JIJJ-後期の集俗の剖査）や本村遺跡の関査（古項時代

前期の集落、中世屈館の閾査）などがあるだけで．総じて発揺潤介例は非常に少なく、当地区

における遺跡の概要は未だ不11)1な部分が多い。

今Julの武査においては、弥生時代、古項時代．平安ー中世にかけての遺構・道物を検II¥した。

以ード、時代）月にその概要を簡JJ¥に述べる．

如じ時代の：lo姿な迫構と しては．掘立柱建物21原．土城6碁.111形）月活状滋構 1碁、井戸 1

基などがある。時代は中期～後期にかけてのbのである。揺-Sf.柱建物は21駁ともに弥生時代後

期の所保でllilJX LUilの規格であり、その内S8417は、梁行3.3m、桁行4.7mを測る比校（Jり大翌

のものである.tJ吹揺リガは平面形が長辺I.Sm.短辺I.Omの隅九k方形を呈し、内部は段拙

りが施されている。柱根は検IL¥されなかったが、確認できた柱瞑蹂からは直径20叩の1rJJfタ杜が

想定できた。 問溝状迫構（がI•期後2位の所粒と考える。JI'戸からは焦げ蹄をもつ板状木製品が手

斧柄,:・などが11はしている。

,',it't時代の tな迫構は—JI'戸が 2碁である。 S£407庇((riか ら は木製錘（編錘？）が数個体：JU: し

ている。

・ド安時代一叩 II;にかけての上な迅情としては掘立柱建物2棟がやげられる。完全に爪復して

おリ、立て杵えの可能性が硲い。

狭い；既11:liながら、多時期にわたる追跡の仔在を明らかにでさたが、特に建物を打する確実

な弥生集浴のイf.在が確認できたことは大きな成米であ ったと芳える。
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U(し● （

(21)北布迫糀1区（略r.;.:KSK・l) 

迫跡の所在地

佐fljfj久保泉町人中下和呆q:北1i1

潤究j,体打

佐Tlrli教百委只会

潤査期1111

平成 2年9月2511-10月311 

濶介爪i栢

194m' 

迫跡の慨妻

図70 北宿遺跡周辺地形図 (I:25,000) 

北術辺杯は佐!till域の北東部に位沼している。祠査区は南市4区から北へJOOm程の地点にあ

り、 9月辺には水UJ地滞が広がり 、その中に窃畑が点在する状況は同じである。この潤査区bま

た硲畑にイi在し．遺構検出1面はほ::i7 m前後であった。

曲介によ＇）検： IIした上なぷ構は、掘立柱建物21原、井戸 1碁、溝状返構数状である。調査面

積の狭小さ bさることながら、攪乱を受けている部分も多く｀まfふ遥構からの,'Iり土迫物も格

段に少なかったことから、迫跡の既要を((.J確に把担することはできなか-,tこ。

掘立柱姓物は2棟ともに llllJX 2 UlJであリ 、屯複している。柱穴の切 り合う部分もあるが.

その切り合い1関係を1り1らかにすることはできなかった。 ・II'戸は紫揺 I)のJI'戸であり、 ・I:師岱小

皿を Ji!WにI:している。潤在区内からはその他、鍋類の蔽片が若干I.I.¥土している。迅構の峙期

を確定することはでさなかったが./IヤI:追物の栢向から考えれば、中世末ー近世にかけての辺

跨と息われる。
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.. ビル
(22) 久i~遺跡 1-3区（略・r;-:HOM) 

遺跡の所在地

佐買市金立町大字千布"I'久1:•;

関査主体名

佐賀市教n委且全

訊l究期1111

平成2年1n 13「I-9月171:1

潤査面積

1,376而

遺跨の慨要

久窪迫跡は巨勢川中流域の約500m西方に位沿し、標1::;約8.4mの水田部に所在する。岡査区

,5 

の北隣には、 l¥!迅小城北茂安線が東西に注る。

遺跨の周辺には、多くの追跡が存在する。西方域には甕柁秘が群集する東干布泣跡や規校（内

には県内第2番目の前方後円t_nである銭子塚があり、東方戌には比較的大規桧な弥生集落がJf多

成された村徳水遺胚や、古代集裕・遺跡である古村遺路などがある。

綱査は 1-3区に分割して行なった。 I・3区において弥生時代ー;t;t.11時代の遠情 ・遺物が

検/.f',された。弥生時代の遺構は、竪穴住居 ・土漿 ・小穴等がある。竪穴住届はP:I形に近い閑丸

方形状を呈しており、出土土岱から判浙して時期的には弥生時代中期初頭の所産とゥぇ られる。

今回の調査で特に注Hされるのは．古墳時代の迫構 ・遺物である。追構は大溝・掘立柱紐物・

井戸 • 土濱 ・小穴苓がある。 大溝は紺約4.2m 、深さ0.7-0.9mを測り、弧を描きながら巡って

おり、 中途には粒祖部を忠わせる12m程度の空fillをも っている。大溝の内側には1llllX 211llの

掘立柱建物が存在する。掘立柱建物と大溝との関追性は現在のところ確定しがたいが、滋と揺

立柱建物の主軸がほぼ同一であること、また、掘立柱建物の柱穴の掘方形から判断して弥生時

代の）祈産とは芳えにくいことなどから力えれば、両名が同一時期の追構である可能性は硲いと

いえよ う。 また、大溝の性格についても現在のところIIJJらかにできないが、その形状は閃濠を

想起させる bのがあり非常に興昧深い。大溝からは多くの古式土師硲が出土しているが、その

.,. でも特に布留式土西甕の外沿而に黒漆を冷布したものが存在することやいわゆる山た系」・.笞

も多く含まれているなど、非常に良好な沢料を提供している。この大溝については、昭和58年

度に実施された久富遺跡B区の岡如こおいて検出されたSD006溝と形状・堆積状況・出：I: 追物な

どの類似点が多く 、その関述性がおおいに名えられる。

今lり1の日叱忙で、この地区において比餃的希逍であった古項時代の遺跡のひるがりが断9ヤ的に

でし確認できた成米は大きいと いえよう 。今後の糾究に期待したい．
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• 伊
(23)阿，：：j追跡 (C地区） l (略号： ADK-C) 

遺翔の所在地

佐flili北川副町大：子光法字阿沿i

調査打本名

佐n市教'f-1委H会

調究期1111

平成2年7月-g n 

岡究禎i積

3.057m' 

迅跡の慨要

阿；¥":j遺跨は、 IHtili!成束南部にあって、椋硲2.5mを測る水田下に所在する。

(・'・ 

・1

¥・・・: 

閑辺の追踪には、寺哀迫踪 ・梅屈敷遺跨（北川i,i1J町） ・ 返池.t天神遺跡（返池町） •徳広権現

堂滋跡 ・村中角辺跡・唐人廟迫跨 ・上大tlt追跡（佐賀郡諸宮町）などがある。平成元年度から

発掘潤査を実施しているこの北川副地区は、佐買l¥!遺跡分布図を概観しても、遺隊密度が低い

地区である．阿称辺跨が昭和63年度に．後述する寺裏遺踪 ・樟屋敷遺踪が平成元年度に新たに

発兄されたbのである。

今匝l糾査を実施した阿硲遺跡では、古墳時代 ・中世の遺物 ・遺構を検出 した。古Ill時代の遺

構として、 土漿• 井戸・溝．掘立柱建物がある• II\土遺物には、土闊i岱（甕 ． 杯·,~杯 ・壺．

手捏） ・ !i'i忍岱（杯 ・ 高杯 ・ 欺 ・ 提瓶）などがある。中憔の遺構には、土濱• 井戸 ・溝がある。

出；I;迫物に(j、:1：師僻（杯・皿）・瓦硲（椀） ．磁匹（椀）などがある．

今Julの潤在で注目されるものに、古墳時代と芍えられる 3lnJX 3)111の総柱揺立柱建物と、井

F'・ 土茨から/1¥±した上師器がある．建物跡は、古墳時代の所産としては市械南部ではじめて

の検/I',であり、市部1蚊の娃物の変退を研究する上で頂妥な沢料 となる。また、多数検出した土

師岱のq,にはIIJ稔地方の9沼徴を有するものも含まれており、当時の土輝西流入経路や社会状況

を研究する上で頂要な沢料である。
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(I)阿高逍跡近惰検/1¥状況

(2) SK059 I: 檄
(3) SK088 I: 痰

(4) SK098.I: 檄
(5) ;l:I査区全沿
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(24) 寺哀遺跡（略~} : TUR) 

遺跡の所在地

佐賀市北川t.111町大字光法字角町

調査主体名

佐買市教育委H会

潤究期間

平成2年9月-10月

需査面積

755m' 

遺翔の概要

図76 寺裏遺跡周辺地形図 (I: 25,000) 

寺裏遺跡は、前述の阿窃遺跡と南北方向にのびるクリークをはさんで西／則に位｛召し、平均標

窃は2.Smを測る。（間辺迂跡については阿"tli遺隊の項を参照のこと）

今囮の発揖悶査では、古項時代・中世 ・ 近I~:疇の遺構辺物を検出した。古墳時代の遺構として

は土濱• 井戸がある。出土追物には、土師召（杯 ・窃杯・凌）がある．中世の遺構としては、

土濱• 井戸 ・溝がある。 /1¥.:1:遺物には、上師?J(杯 ・皿） ．磁沿（碗）がある。近世の遺構は慕

のみであり 、棺桶を使用した艇跡をもつものと、 f~gの甕を使用しているものがある。出土追

物は哀の他に副葬品として銭 ・銅製品等がある。

この中で注日されるものは、中世の所産であるSK007土濱があげられる。これは、上面の平面

形が長方形を呈し．東西1.98m、南北2.2m、中心部の深さ0.87mを泊Iるものである。この種の

遺構は、 SK007の他に 3基検出した。いずれも規画性をもって掘られた観がある。 SK007土漿か

らは土傾沿（杯15、小皿18、'ぷ 2、鉛6)、磁召（碗 6)、石製支脚 l、9出笞 (Jilli)、木製品 l

が出土した。特に土麻益は残存状況が良好で..:I: 器編年を行う上で好沢料となる。このような

遺構の検出例が市域では焦く、性格 ・機能については確定し難い。今後の発11il詞査による打料

の増加をまち．併せてその機能 ・性格について検討したい。
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(I) 、沢紀8跡迫構検Ill状況

(2) SKOIS:1:1賓
(3) SK002.:l: 演
(4) SK007"1: 痰
(5)'潤充区全；；；・
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(25)梅屋敷這跡（略号： UYSl 

遺跡の所在地

佐双市北）"副町大字光法附田宿

製査土体名

佐伐il'i教打委n会

就l究期IUI

平成2年10n-11月

国査面積

l,662 m• 

迫跡の概娑

図78 梅敷遺跡周辺地形図 (I: 25.000) 

梅昂敷遺跡は、悧硲遺跡 ・寺裏迫蹄の北西約500mに位沢し、 平均揉窃2.7mの水田下に所在

する。この道％は、 環濠を布する中世の届館跡である。迫跨名は地元に残る伝承によるもので

ある。（悶辺遺跡については阿邸遺跡の項を参照のこと）

今1IT1の発掘潤究では、ヽ,,.世の掘立柱述物 ・ 土咲 • 井戸 ・滋 近 世 の 井戸 ・土漿を検出した．

11¥.;l: 迫物には、土師器（小皿 ．杯）・瓦沿（椀） ．磁岱 (Jill・碗）などがある。掘立柱建物は、

関森区東側に3問X31Jりのものを JI点 ($8028)、西傭に2lll)X 31111のものを J棟 (S8018)を

検Illしている。両者ともほぼ岡一方位を示しており岡峙期の所産と名える。S8028で梁行5.8m・

lfr行6.0mではぽ正方形の娃物である。柱穴の配笛はややいびつになっているが、基本的には一

辺5.8mの.iE方形プランの建物であったものと名える。 S8018は梁行3.8m、1fr行7.0mで束洒方

向に長軸を有するものである。

この潤査地は、島状の現地形の北辺中央部が入江状になっている。この部分の面への延長ラ

インで南北にのびる蛭5m程度の溝を確認した。このことは．元米この届館が東西方向に分断

されていた可能性をしつが、掘削子定の水路部分のみの潤査であったため、それと断定できる

積極的な沃料はえられなかった。

この梅届敷迫跨は、地元に残る口伝のとおり、中世から近枇にかけての舵跡であった。近年

の農棠碁熊整錨'"業に什う発揺潤査で、この梅届敷迂跡のように、口伝が実証される例が培力II

している。平成3年度の確認潤査では、兵r,]l南部地区で忠兵衛届敷迫跡、鍋凸江頻地区では大

洒尿敷追跡が新たに発見された。このこ とは、地元に残る地名のゥ察をさらに検討していくペ

さものであることを提示している。
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(26)涜W這跡（略-I}:KWR-1・2) 

遺跡の所在地

佐賀市兵庫町大字瓦町字五本松

調査主体者

佐賀市教脊委且会

調査期間

平成 2年8月～平成3年 1日

関査面積

. 4,844m' 

遺跡の概要

図80 瓦町遺跡周辺地形図 (1:25,000} 

瓦町遺跡は、佐賀市域東南部の楳硲3.5mを測る平野部に位置する。

周辺の遺跡には、牟田寄遺跡・牟田寄貝塚・ 貸別当神社遺路（千代田町）などがあり、兵庫

雨部地区は、市南部城において比較的遺跡の密度が窃い地域になっている。

発揖綱査の結果、土濱 ・柱穴・大溝などを検出した。土濱からは多足の土器の他、漆塗りの

木製高杯など生活 ・祭祀に関する木呂も多数出土している。柱穴には径約25cmを測る大きな柱

が残存しているものもあり、大規模な娃物の存在が芍えられる。大澤は、幅7.Sm・深さ1.2m

を測り｀下層では多量の土巴・木呂とともにカキ貝殻がコンテナパット15~印1ど出土した。ま

た棚路施設・杭列など人為的施設も検出した。

主な出土遺物には、弥生時代中期後半を中心とした壺 ・甕・高杯 ・鉢 ・器台などの土註、漆

塗り木製高杯・ 漆塗り木製皿・鋤・ 鍬・ 槌 ・火鑽臼・槽 ・大匙・椀・紡錘Iド・竪杵・臼・ 梯．

建築材などの木迅、石包T・ 石皿•石剣などの石邑がある．

瓦町遺路は、土濱群 ・大溝などの存在、出土遺物の鵞などを、最間的空間的に考え合わせる

とかなりまとまった規模の集落部の一部であると芍えられる。また、今回のように生活に関す

る木器がまとまって出土することは稀であり、弥生蒔代の生活を研究していく上で責賃な資料

である。
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(I)瓦 r遺跡貯涵穴検出状況

(2) *召検出状況

(3)木製高杯検Ill状況

(4) II区全梨・

(5) I区全恥
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(27)四反田遺路（略号： SGOJ 

遺跡の所在地

多久市束多久町大:y:別府

潤査主体者

多久市教rt委n会

副査期1111

平成2年 6月-11月

覇査而梢

4,030m' 

遺跡の概要

図82 四反田遺％周辺地形図(I:25,000) 

四反田遺粉は、多久市東部、今出川と西郷}IIに狭まれ牛津川に合流する楼窃12mの平地に営

まれている。周辺には、滋跡の北部に、古項時代の集蒋跡である木浦町遺跡、弥生時代終末期

ー奈良時代の」渭l町迫跡縄文時代一弥生時代の大工Ill迫跡守が．北凍部に．古項時代 ・中世

の集藉跡の桜木迫跡が存在する．

閾査は． 「）¥1営I蘭場整≪,yqぼ9多久東部地区」に伴い、面工事によ＇）削平を受ける部分 A・B地

区2ヶ所について、発揺渕査を実施した。 A区では｀弥生時代終末JOI-古頃時代前期の竪穴住18

跡4紆と、 中1ltの椛立柱娃物跡5軒、古tJI時代 ・中1り；の土漿7碁、方形溝状不明遺楕2碁そ

の他ピットを検Illした。竪穴住居踪は、いずれも発掘区洒開で検Illし、平而プランは、 1辺が

5-6mはどである。掘立柱述物跡は、発揺区中央ややitJに2JIIJ X 21111と1軒、 やや北寄I)の

西開に2lll!X 5 lt:Iを1紆｀その東側に2llllX 21111が3軒ある。土疫のうち、発掘区匹傭で南北

に並ぷ 3 ),~は古ti!時代、東0!11中央の 4J.~ は•I•世のbのである。一方、発揺区の南洒に位沼する

方形清状迫構については、硲漿となる主体遺構は検出できず、方形周溝硲とは考え難い。その

規l}Sは、影状が11)1確なi材側で長辺!Omである。迫物は溝内より弥生時代終末期の」：笞片が検出

された。 B区は、 A区の東IOOmほどで、弥生時代後則一古JJ'l時代前期の竪穴住1祖跡13軒、弥生

時代後期～近fltの清状追構4条、弥生時代後期一古lJI時代前期上疫5碁を検出 した。竪穴仕屈

跡は、発揺区,,,央~t~りに集中し、 2条の溝を切って営まれる。平而プランはまちまちで、

1湛lUI)に散在する。また、柑内にペットをもっものもある。他の竪穴住／昂跡に1!l1まれた潤査区

北東部に位；Rする 8-1}竪穴1tm杭の床1miil::.tよ＇）、小形内行花文l}j製位片がり1土した。平緑で

茂面は姿が映せるほど光況を bつが、一部に鋳ップレの状況が観寮される。錢破砕面はT寧に

研灼され、内区花文部に穿,Lの痕跡が認められる。 背ifii施文は、捐目の名斗行闇i叔目俗、双線の

弧を節く IAJ1r化文岱で.iaの形状は加91である。溝状遺構は北からmへ流れ、竪穴住／＆路に切

られる 2条は、111現が弥生時代後期、西側の大溝は弥生時代終未、その上部の小形の澤は近世

である。
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(I)四反Ill遺跡遠ft(洒から）

(2) ,8区遠岱（洒から）

(3) A区遠洪（西から）

WA区5B110竪穴住屈跡

(5) B区翌穴住居跡

(6) B区S8-008竪穴住居跡：1¥:1: 餞
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（佐釘南部地区の岡査〉

(28)前悩遺跡（略号： NRS) 

潤総追跡（略号： SGT) 

遺跨の所在地

鹿秘市大字山浦字UIJ煎

大字納1:,分字iE願地

糾宍主体名

鹿島iii教訂委J.し会

岡査期）Ill 

平成 2if¥61l-10月

況11ti面積

3,200而

遺跡の慨要

図84

鹿島11i(j::fj明海の西/j!に位：tし．束洒 11. 5km 、 ftJ~tl6.4にに広がる県m西部の中核郡市であ

る。北はlj田川を狭み有191町と西は出田町・妍野町と接し、東南部は多良岳から伸びる稜線の

一つを況に太良町と按している。市内には多良岳に源を発していくつかの河川が有咀海に注い

でお ＇）．り消渇で砧状地の発達が見られる。

Qi)煎迅跡は腹秘iii大字ilJ浦'r"JIIJ頂に存在する、弥生時代：中期一古ltl時代後期の集落跡である。

道跡は小川によ って形成された届状地の中流域にあり 、歴;(:i)7mの水[11に位沼する。覇査は隣

桜してA地区及びB地区に分けて実施した。批1査の結果，弥生時代中期末の仕居跡2粁、弥生時

代中期末～後期初頭の住J出跡 3紆、弥生時代後期末～古項時代前期初頑の住居跡 1軒、古l11時

代後期の住店翔Hf、.:l場贄21碁、小穴多数を検出した。追物はほとんどがflJ;ll跡のなかからII¥

上しており'~;生」こ沿、 :I:.師岱、須忠沿、石包T、砥石等が出J:した。

正趾[)也這跨は中世～近世の集落遺跡である．しI)派遺跡の凍約JOOmにあり、ほ硲13.8-14.Sm

の水Ill及び畑地に位沢する。 U•J誼迫跡とほぼ同様の立地である。関査はA-0地区に分けて実施

した。 A地区では溝2条、土痰15基、小穴多数、 B地区では溝1条、 土挟2基、 小穴多数、 C地

区では溝 1 条、」：漿10屈小穴多数、 D地区では」湯~ I 基、小穴数十個を検出した。 道物とし

ては"'世末～近世の沿磁器、上師沿が出土したが，拭的には少ない。

庇島,Ii内では弥生～占れ時代については、秘地の製究はいくつか綱究例があるが集沼迫跡の

調fi.例はなく、しl)jf(遺跡が初めての例となった。また住居跡い｝｝めての検/J',{f11であり、 鹿r.1i,1,

の歴史を探るうえで'i"(jf(な沢科となった。 l(JJ煎這路は詞査区より西南方向に広がっているとゥ

えられるが、どの程度広がるかは今後の課題である。またJt鼠i地追跡は集落のJ,¥l辺部と芍えら

れ、比較的心構は少なく，辺物も少ない。
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(I) QiJllc遺跡綱査区全沢（北から）

(3)月り窟遺跡SH05住居跡（東から）

(5) 正闊地遺粉A•B•C躙査区全伐（北から）

(2)則戴遺筋SHOl・SH02・SH03住m跡（北から）

(4)則覚遺跡SH203住居跡（南から）

(6)正顧地遺跡Oil!!査区全袋（東から）
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(29)船野遺跡（略号： FNN) 

遺跡の所在地

杵島郡白石町大字船野字船野

調査主体者

臼石町教育委且会

調査期間

平成2年6月-11月

躙査面積

4.500m' 

遺跡の概要

~ 

船野遺跡周辺地形図(1: 25,000) 

船野遺跡は、店城跡と杵島城跡に囲まれた水田地帯に広がる弥生時代中期を中心とする集落

跡である。 at約4,500m'を発掘覇査したが、特異な構造を持つ掘立柱建物1棟が検出された。

調査区北側の輻約3mの東西小水路予定地内から検出されたため、柱穴3基しか確認されて

いないが、最低 IttrJx 2間の規模になるものと推定される。径約1.0-l.5m、深さ約70-90cm

の柱穴に、長さ約50-70cm、幅約80-90cmの礎板が沢かれている。最も大きいものは長さ約90

cm、幅約60cmを測る。表面には径約20-30anの柱を据えるための掘込みがあり、 1基には経約

30cmの柱根が残存している。手斧による加工の痕も生々しく、樹皮が付着したままの礎板もあ

る。

礎板の下位には、径約10cm、長さ約70-80cmの丸太を井桁状に組んでいる。つまり 、柱穴の

底部に井桁状に丸太を組み、更にその上に礎板を置くという二黛構造になっている。

礎板自体は、 三日月町の土生遺跡、神埼町の川寄吉原遺跡等において同時期のものが出土し

ているが、船野遺翔のように規模が大きく、しかも二重構造をもつ礎板は県下では初めてで、

全国的にみても類例を聞かない．

船野遺跡全体で約250基の柱穴が確認されたが、このような構造のものは僅かに3基のみであ

る。一般の住居や倉庫ではなく、集落の中でも何か特別の用途をもつ建物であったろうが、柱

穴だけからでは上部構近の復元は困難である。

また、これ以外の大半の柱穴には「根がらみ工法」と呼ばれる構迅が兄られる。白石地方で

は、弥生時代後期の場崎束遺跡においても同様のエ法が確認されていた。

/fl土這物としては、中期を中心とする土器や石鏃 ・野製石剣片等の石店、捐耀石片、サヌカ

イ ト片のはかに鍬先・鋤 ． 杓子 ・ 槽• 石斧柄 ・容吾等の木製品が多く出土した。
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(30)多田遺跡（略号： TAD) 

遺踪の所在地

杵島郡白石町大字廿治字一本杉

躙査主体者

白石町教脊委且会

躙査期間

斗成2年 4月-5月

劉査面積

I. IOOm' 

遺路の概要

図88 多田遺跡閑辺地形図(I: 25,000) 

多田遺跡は白石平野北西部の楼渕約2.0-2.4mを潤る水田地帯に位索しており、周辺からは

古墳～奈良時代の土西片が多く 採集され． 早くからその存在が知られていた。本遺跡の所在す

る周辺は、「和名類緊抄」によれば奈良時代に「多駄郷」が平安時代には良滋領「太良田荘」が

殷広されるなど、 臼石平野では比較的早い時期から開発されたことが明らかな地域である．

平成2年度の躙査は、多田遺跡のはは東限地域にあたる東西水路予定地を対象とした。古墳

時代後期から奈良時代を中心とする土濱・ 滋等が検出されたが、遺物の出土は比較的少ない。

集落の中心となる住居跡は検出されなかったが、遺構面が現地表下約20-30cmと浅いことから

後世の削平の影響を受けた為と考えられる。遺物と しては土師器・須患臼の出土があるが、r神」・

r浄J• r, 幻 (r遠Jの異体字）の品書土沿 3点も確認された。

昭和62年度から平成2年度の 4年間で計約10.000m"を発揺調査した結果、多ll:l遺跡の規模が

ほぽ把担でき、東西約600m、南北約400mの範囲に位蓄する集落であることが判明した。残念

ながら住屈跡が検出されていないのは、上記の地理的条件によるものであろ う。 時代は古墳時

代後期～奈良時代を中心とするが、遺跡の北西部では古墳時代前期の遺構も確認されている。

遺物としては、「大Jr貸Jゃ r養入厨J (あるいは r養父厨」か） 等、比較的多数の墨行土器の

他に、木簡3本が検出されるなど． 当地枚における中心的な集落であったろうと推定されるの

である。また、古文献に記される開発の状況を実際の遺物の面からも証明でさた意義は大きい．
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(I) 多田遺1./fl区全共

(2) SK275土濱

(3) SK274土笞：h土状況

(4) SK246土濱
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と9 の會

c31J nノ巣遺跡（略号： TNS) 

遺跡の所在地

杵贔郡臼石町大字大渡字三本松

翠I査主体者

臼石町教打委n会

潤査期間

平成2年12月～平成3年 1月

訳1究面積

1.870m' 

遺跡の概要

固90 ~ ノ巣遺跡1.IJ辺地形固(I: 25,000) 

、t~ノ巣遺跡は、杵秘山から束へ派生する丘陵の北麓に広がるほ高3.6mを測る水田地常に位ば

する．

近接する小斤:I交の尾根上には．箕具崎古JJI群 · 箕具111古項群 ・恥ノ巣古墳群・ !~山古項群笞

の古項時代後期の群集JJ'tが築泣されている。

圃場整即,,栗に伴い．南北水路イ淀地について発揺調査を尖施したが、土漿32基溝1本を

検出したにとどまった。 :I:~責については．大半が邸I査区印溢付近に集中する傾向にあり、また

いずれも浅く土師器 ・凶磁岱小片を少数出：I: するのみである。

潤介区中央部をi枯北に延びるSDOOIについては、南端を確認し北側へ約90mを検出したが；It 

溢は更に濶査区外へ絞くものと推定される。その鉗はl.7-3.2mと一定しておらず、北側で｝；；

がる傾向にある.~ 面は主軸とはぽ平行にJ覧」：になる部分や、 二段揺りを示す部分があり、溝

としては機能し掛たかどうか疑1111が残る.t'II土を見てみると、ほとんどが淡茶灰色：tで地111と

息われる191貿灰色」：が混在しており、人為的に9雙められた感を受ける．

本辺路については、出土する迫物は小Jヤかつ小依であるため性格の判断が困難であるが、近

世期の集俗の周辺部にあたるいのかと推定される。
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(I)島ノ巣遺跡 1区全景

(2) 50001南端付近

(3) SK030土擦



いと..心み,,.
(32)糸岐川市遺跡（略分： ITK) 

遺跡の所在地

藤津郡太良町大字糸岐字川宙

潤査主9本名

太良町教行委JJ.会

潤査馴IIり

平成 2年10!1-平成 3年 1月

瞬査面梢

3.100m' 

迫跨の概要

図92

太良町は）!! のr.fl西端に位沢し洒を長崎県と接する。町域の自然地形を大雑把に兄ると西償は、

経ヶ岳（標硲1075m)を最窃峠に多良{i;(揉高982m)・帆柱岳 (ffl硲741m)の多良山系がそび

え、東には千潮時の干潟がFl本一という打明海に面している。この11.1系から四方に小河川が有

11/J海・大村滸に流出し、当町には主な河川として北から伊福Jtl・多良川 ・糸岐川・ 休石川など

がありすぺて布明海に流人している。

糸岐川市遺跡は｀この糸岐川の飢柱岳北束斜面に対するfill析作Jllにより形成された谷庇平野

（楼硲6-14m)に立地し、現況は水田として利用されている。

周辺の遺跡としては遺跡対/j!独立丘陵に八幅城、糸岐川中流域北側には城平城 ・蕉田城 ・大

野城ななど •!• ·fltの山城が所在する。

祖究はエ,1,との関係から 1区-4区に分けて実施した。その結果 1区から多数の柱穴と井戸

跡. 2区では多数の柱穴と土痰、 3区は若干の柱穴、 4区は多数の柱穴が検/JIされた。この柱

穴群は幾つかまとまるものと息われたが明確にできず、したがって娃物の件数や紀困等につい

ては11/Jらかにすることができなかった。 迫物は 1区-3区が中世、 4区は近枇を中心とした遺

物が出上した。いずれb小破J'rであるが中には、 nil泉燕 ・1.ll安窯系w磁など綸入凶磁召類など

含まれている。さらに 2区北東約100mの地に絣作時に出てきた石を集積した通称石塚から多址

の遺物が検出された。辺物は：l:師岱 ・瓦,¥;,.石錨 ・ 輪入掬磁岱類などヽI•世が主であり、特に綸

入,.,磁岱類はほぼ充1fクに近い物まで含まれていた．

以上今f!'f(/)潤査は遺跡の一部ではあったが、中世～近世にかけての集蕗跡であることが明ら

かとなった。しかしその娃物の件数や配沢等不明確で今後11/fらかにする必要がある。

なお遺物中に多くの龍泉然 ・I司安窯系w磁があり、道跨は単なる哀村集落ではないと推察さ

れ、今後迅跡JM辺の中世山1.&とも含め検討を妻する。
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(I)糸岐JII南遺跨 1区全景（北から）

(2) II区全袋（西南から）

(3) IV区全岱（西から） . ".・ 
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（佐n上場地区における祠査〉
... - ば!h.

(33)竹木場Jflf田遺跡（略勺':TMA)

遺跡の所在地

店津市竹木場字前田

潤査主体名

Jdr津市教百委ll会

調査期間

平成 2年5月～同年 8月

国査面積

I. 130m' 

遺跨の概妥

図94 竹木場前田遺跡悶辺地形図(1:25.000)

国営上場土地改良軍栗における、新成渕幹線の水利事業に件う埋蔵文化財の綱査である。

佐買Jししの北西部、玄海灘に突出した東松浦半i~、所霜、 上場台地と呼称される一行は、第三

紀花filnを碁槃とし 、 数回の火山性•ft/II物に よ って生じた玄武岩買安山岩の溶岩大地と なって

いる。竹木場前田遺跡はこの上場台地の南溢にあたる丘陵上にあり、 北側に湧水点のある狭小

な谷が役入し、現在は沿池となっている。南情は比高差90mゑ漱に沼ち込む傾斜面となり、 JI.

晴らしのよい平坦面となっている。

間辺には、 1，冴牟Ill摂龍遺跡・*牟田荒谷遺跡、行牟ll'l西山遺踏等の先土召ー縄文時代早期の

遺踪が多い所でもある．

閾査は、 2X2mのグリッドに区画し．斤．陵の尾根に平行に東ー西へ l・.2・3-. 北から

宙へA・B・C-で表示した。 肘序は、表土下が明貿褐色軟代枯門土 (2/fl)、赤褐色硬灯粘質土

(311'1)を碁本とし、この2/tlli遺物包含府となる。結果としては、大きく 3期の遺構面が検

出された。第 1、腐葉J.:ii'J:下の迅遺構で、低 I-l.5mでほぽ尾根筋に沿って延びるものである．

2lfl上部には縄文時代早期の遺物群が多仕に包含されていて、炉跡とウえられる被熟赤変状の

礫や:I:城が認められた。また、さらに下

肘の2lfl下部-3/fl上部にかけて先土器

時代の遺物群の集中部分b認められた。

道這構に件う 遺物として、 !ljJ磁器天保

通宝 ・寛永jifl宝がある。縄文時代年期の

押形文J.:Z,や石柏• 石鏃・ 先土岱時代の

ナイフ形石召 ・削沿・ 三陵尖頭器や紐1石

核も出：tしている。細石核の中には、所謂、

船ff~!に類似するものがあり注目される。

------

◎◎ ◎◎ 
図95 道道構l関連追物
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図96 出J:遺物尖副図

。 "~ 

（図97)

(I) 竹木場•1jijfn遺跡述袋（北東か ら）

(3)関究区全穀（北西から）

(5)遺構検Ill状況（炉％）
-119 -

(2)潤査区全岱（東から）

(4)這物Ill土状況（ユニット）

(6)遺物出：I: 状況（石檜）



す紗. . ""●● 
(34)菅牟田西山遺跡（略号： SMN) 

遺跡の所在地

唐津市菅牟田字西山

躙査主体者

唐津市教育委貝会

躙査期間

平成2年10月末月～平成3年2月初

綱査面積

I. 790m' 

遺跡の概要

因営上場土地改良事業における、新成渕幹線の水利事業に伴う埋蔵文化財の躙査である。

佐賀県の北西部、玄海灘に突出した東松涌半島、所謂、上場大地と呼称される一帯は、第三

紀花闇岩を基盤とし、数回の火山性噴出物によって生じた玄武岩質安山岩の溶岩大地となって

いる。菅牟田西山遺跡はこの大地の南東部に占地する。

周辺には、菅牟田恩龍遺跡、菅

牟田荒谷遺跡、竹木場前田遺跡等

の先土缶～縄文時代.!j!.期の遺跡が

多く認められる所でもある。

調査区は、磁北に基輪をとり.4 X 4 

mを1単位とし北から面にA・B・C-、

西から東に I· 2• 3-に設定した。

土層は、北傭の一帯は表土直下10cm程

で地山となり、かなり掘削を受けていた

が中程から南傭にかけては地11」が傾 I
斜し良好な遺物包合層も認められた。

第4層の褐色粘質土層と代sMの藉

褐色粘質土層からは石鏃•石匙・掻

呂・削召・爵石・剥片・りf片が出土する。

加えて` 一部からではあるが若千低くな

る感じでナイフ形石呂や剥片も認め

られた。また、中央、客土が厚く認めら

れた中からは同安窯系の冑磁を初

めとして陶磁沿片も多少認められた。

① 

n 

＇ 
6=,dlm 

.:,;¥ ・A.A 葛魯謬姿 0
= C> 2 

｀ 
・忍～径翌拿 3

0・り 怜り
＂ ¾ <二二> ヽ ヽ 5 c::::,,. 

図99 出土遺物実測図
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(I) i'I'牟田西山遺跡遠炊 (jtiJI(から）

(2)遺跡近咲 ([ti西から）

(3)頃査区状況（北西ほから）

(4)祠査状況 (F-16区周辺）

(5)土J!!状況 (D-6区南1'.1!)
(6)遺物出土状況 (G-18区JI.I辺）

(7)遺物出土状況 (I曇i.'14)

（図100)
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.. ~ むらく

(35)山田団六 I・II遺跡（略号： YDR) 

遺蹄の所在地

i出ltil11IJ田字団六

緊l査主1本名•

店律市教行委n会

劉究期IIIJ

平成 3年 1月一平成 3年3月

潤査面積

850而

迫跡の慨淡

国沼.t.場土地改良さ,,菜における、新成渕幹線の水利事菜に伴う埋蔵文化財の悶査である。

佐双JUの北西部、玄海灘に突出した束松FILI半島、所躙上場台地と呼称される一帯は、第三

紀?El•I沿を基盤とし、数回の火LI i性•n出物によ って生じた玄武岩ft安 1J.1岩の溶岩大地となって

いる。遺蹄はこの上場台地の南束溢にあたり、探困il50-200mとなだらかな準平原状に絞く大

地が比沿i差180m急激に傾斜して沼ちる地点で、南側から深く佼入する間折谷に向かう綬丘9友

面に立地している．

開辺には、仔弁ru:.11龍遺跡、菅牟Ill荒谷遺跡、竹木場,iり田遺跡、バ洋田西山遺跡吟；の先土沿

～縄文時代早期の遺跡が多く、術側の低地-:tiとつなぐ交通の要路であった可能性が布い。

凶1i.lよ、道路と茶畑の2地点を長紬に沿って2X2mをIll位区画として実施した。両地点と

も碁本H序は、表j:・ドが貿褐色軟竹粘質土 (2附）、赤褐色硬質枯只土 (3If!)となっていて部

分的に基位玄武沿の凸1りが礫面となって認められた。遺物の/!U:状況は．希博に散布し亀遺跡

のありかたを示峻するまでには

↑らなかったが、ナイフ形石岱• 石

煤• 石柑・スクレイパー守がIll土

している。 Pigl02に/I',l:Lた石沿

の一部を図示した。 l・2の石謀は、

純文時代早期に特長的な鰍形鏃と

三角鏃である。 3 は縦l~淋Jjヤを索

材にしたナイフ形石岱で糾整のプ

ランティングは平坦な加工を示す

ものである。 4は横広の例片を索

材にしたしので潤整加工 もやや棋

M心~A.
<:> 。

5cm 

"・ 

こフ 乙＼
凶102 /I',± 遺物実測図
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(I)山田団六(!)遺跡遠壼（南東から）

(3) (I)躙査区A、B-37-48区（南から）

(5) (I)調査区A、B-13-24区 (1tlから）

(7) (II)躙査区全景遺物出土状況（北から）
-123-

(2) (Il)遺跡遠繁（北洒から）

(4) (I)拿査区A.B-2&-36区（南から）

(6) (I l閾査区A,B-1-12区 (iiiから）
(8) (Ill遺物出土状況（北西から）

（図103)



(36)籟袷＇¥遺跡（略号： MMM) 

遺跡の所在

唐津市洟町字松本

調査主体者

唐津市教育委員会

調査期間

平成 2年JO月-3年 1月

調査面積

2,200rri 

遺跡の概要

県営畑地帯土地改良事業の湊換地工事に伴う。

遺跡のある洟地区は唐津市西部の沿岸にあり、第三紀花閲岩を基盤とし、数度の噴出物の結

立
怜
℃

果形成された東松浦溶岸大地（上場台地）の東側にあたる。南と西が上場台地の端の急傾斜面

となり、北と東に玄海灘に面する海岸部となっている。この洟の対岸には古米より海上交通の

要所として停泊地を提供してきた神簗島が位置する。

周辺には、高地性集落と考えられる洟中野遺跡や神集幼の古墳群等がある。

遺跡の現況が水田であり、かつ湧水の多い所であったため、 当初は砂丘端部の位国の確認を

主に考え、 遺物包合層の広がりを重視した。ところが、予想より砂丘の形J:.面の変化が大きく

かつ、かなりの凸凹をもって北に向かって廷びていたことも確認された。そこで地点的には、

各時代の遺構がよく遺存していた。時代別に検出された遺構をあげてみると、先ず、縄文時代

後期の土濱墓と遺物包含層がある。土西から後期後半ー終末と考えられる。その他、剥片鏃 ．

つまみ形石吾も出土する。 遺構の主体である鎌倉～室町時代のものと して、 大溝• 井戸・池

状遺構・掘立柱建物跡があり、土師質土器 ・須思質土器 ・守磁 ・白磁や木製品として下駄・箸．

桶 ・ 曲物等が出土した。 Figl06のl• 3• 4は溝遺構、 2・5・6は土擦、 7は井戸の出土品である。

l・2は杯、 3-6は小皿、 7は漆若椀である。 7は摂漆の.1::から兄込と外面に赤漆で双花文を

描くもので、形慈は削りだしの弱い凸状

話台をもち大きく内湾して立上がるもの

である。その他、図示しなかったが、中

国、朝鮮半島からの輸入陶磁器のほか、

常滑のカメ、東播系の須思質土益の因内

淘磁器も認められる。 13-14世紀のこの

地方の漏を媒体とする交流を示す煎要な

遺跡とされよ う。

ヽ
~m 

図105 縄文時代の遺物実測図
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図106 中世のIll土遺物実測図

(I)湊松本遺跡（北西から）

(3) il,IJ森区全；；l <北西から）

(5)遺物/JU:状況（下駄）

(2)・I: 濱必人1nll一I:状況（縄文後期）

(4)検出這惰 (SF.301井戸）

- 125- (6)遺物：ll:L: 状況（漆岱椀））



にいこばひ“し

(37)新木場東遺跡（略刃・:NKH) 

迫跡の所在地

東松浦郡肥前町大字新木場字束

悶査主体者

肥前町教'(.f委.i"i会

潤査期lfll

平成2年 9月~12月

渕査面積

約1.200吋

遺跡の概要

肥jjij町は1祖ll¥頃i北部東松浦半島に位沢し、襟硲100~200m内外の起(Ii.の多い丘陵地滞で、

海liliかいに一部水成沿が含まれる他は、はとんどが玄武岩の風化 した土壌で覆われている。新

木場東遺跡は標窃約170mの丘陵」このほぼ平坦な場所に所在し、北側、西1J11、面側は谷に向かっ

てかなり、他に傾斜している。付近には川原田遺跡等、旧石硲～縄文時代の遺蹄が多数分布して

いる。

濶査は 2X2mの発掘区を基本とし、すぺて手掘りで行い、出土遺物は各吊ことに出土地点

を記録し取り」．．．げた。土の堆積状況は、表土から地山までの厚さ0.6-0.9mで. tiff灰楳色の

裁 I:、II附貿褐色土.Ullfl暗筑褐色粘質土.IV/fl地ii」からなる。II府下面からIlllflにかけては

部分的に玄武岩蝶が含まれている。

遺情は15基の土擦を検出した。 SK014は惰円形に近い土擦で．最大長は、 l.!Om 、 •位大深は0.

64m、床lfliのJ,,大長は0.35mである。その他は不整形の土漿で、遺構の深さは20-30CII前後の

もので.J: 面は削平されていると考えられる。

遺物は、509点がIll上した。そのうち石岱類は、422点で、ナイフ形石苔．況l片尖頭絡、削沿、

彫笞、鑓細1石刃、石麒．磨製石斧等が出上Lた。石材別では0 見1耀石315点と安山岩107点で、

およそ 3: Iの割合であった。 土沿は縄文土沿片、弥生土岱片、 土師器小皿、また、竹磁碗が

Ill土した。

今回の岡査で新木場束遺跡は、旧石1.1時代のナイフ形石店、剥l片尖財i沿を主体とする文化と

細石刃を主体とする文化が中心の遺路であることがわかった。他の時期は、迫物の出土が少絨

のため、この時期の構造を とらえるのは困難である。また、肥前町での中世遺物の出土は希で

ある。 上場地区は、 lri石店時代の遺跡集•I•地 として注目されておリ、今後の調査 ・研究におい

て1(妥な遺跡である。
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(I)新木場JI(迫％遠派（北から）

(3) SKOl4土濱（南から）

(5)~J片尖;i1;.,m1:状況

-127-

(2)辺跡全鋲（求から）

(4)遺物出土状況（東から）

(6)彫岱11',・l・.tl;j兄



（筑後川下流用水事業に係る関査）

大詫間幹線水路

• •• 
(38)放の町i!!i遺跨（千代田原の町工区）

遺跡の所在地

神埼郡千代田町大字壌原

調査期間

平成3年3月4日-3月8B

調査面積

31.5m' 

遺跡の概要

図110原の町西遺跡周辺地形図(1: 25,000) 

原の町西遺跡は、城原川西岸約2kmの地点、標店約3mの低平な水田部に位因しており、縦

横に走行するクリークによ って形成される小規模な環濠集落跡の一部に該当する。当該地の西

方には、弥生期の集落跡である責別当神社遺跡が、東方には弥生期と中世の遺物散布地とされ

る境1仮四本松遺踏、姉一本松遺跨等が、各々500m前後の間隔をおいて分布している。

躙査の結果、中世後期の所産と思われる 3条の溝（方形に巡らされた溝の一部分か？）近世

期の井戸、土濱等の遺構を検出した。遺物は、中世期の輸入掏磁沿片、 土師沿小皿、近世期の

生活雑器類（鉢、皿、燈明具等の知磁器、瓦質土沿）、瓦片等の他に、溝中より多量の鉄滓が出

土している．

なお、対象地となっている哀濠集落内の島状地には、寺伐跡であったとの所伝を伴い。その

歴代の住倍と供摘碑とされる石塔が調査区の東脇に存在しており、この遺跡の性格を推定する

上での重要な事象と見倣される。

-128-



l点の町遺ff.I区
(I)遠景（西から）

(2)調査風梵

(3)遺物出土状況

（国産磁呂鉢）

(4)調査区全費

(S) J r-戸内遺物/Jl..l:~kilt

（国産紺召灯1り1皿）

(6)溝跡（北から）
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V. 総 括

平成2年度に実施した農菜基盤整偏事業に係る文化財調査の内、確認闘査については佐双束

部地区で．［凶栖市・中原町 ・上蜂町 ・神埼町の 1市3町の計9地区、佐買西部地区では佐買市 ・

多久市 ・川副町の2'ifiI町の1!tl4地区、佐nm部地区においては鹿島市 ・白石町 ・有Iり1町 ・太

良町の liii 3 町の計 8 地区．佐買北部地区で伊万且市・西有m•r ・ 相知町 ・ 浜玉町の 1 市 3町

の計 5地区、佐双上場地区ではJ甘津市・鎮西町 ・玄海町 ・肥前町の 1市3町の計6地区におい

て行い、筑後川下流川水事業に係る潤査はJ:峠町 ・諸広町 ・千代田町の3地区で実施した。

また発福岡査に関しては佐賀東部地区17遺跡、佐買西部地区7遺跡、佐買南部地区5遺鉢、

佐R上場地区 5遺跡に対して行い、筑後川下流用水11~菜に係る調査では 1遺跡について実施し

た。以下、確認閾査については地区毎に概括し、発掘調査については砕代毎に特徴的な遺跡に

関して略述したい。

◎ 文化財確認潤査

(I)佐双東部地区

品栖市： !..~ 栖北部地区 (LIJ浦地区、養父地区）、中原町：中原北部地区（絞部地区、高柳地区）、

上蜂町：上峠北部地区、神玲町：神埼工区（祇1蘭原地区、城9は地区）の6地区で遺踪が確認さ

れた。.(~栖北部地区の内、山浦地区では4-8・9世紀の竪穴住居跨、土濱、清跡守の遺構及

び遠物が検/JIされ古墳時代から平安時代の集落跡として、 養父地区では竪穴住居跡、土漿、溝

蹄、柱穴等及び弥生土召、土師沿、 m忠店が検出され弥生時代から奈良時代集沼跡としてそれ

ぞれ確認された。中原北部地区の内、絞部地区では土漿、溝跡、小穴等及び弥生土iふ須忠苫、

土師沿が検出され、弥生時代から古tJ'l時代に至る複合遺跡として確認され、為樗地区では大塚

古項の廷道、 9甜督が確認された。上峠北部地区ではA.B、C3地点の内A地点で竪穴住居跡、

溝杯、小穴及び弥生土器、土師岱、石店が検出され、縄文時代から古tJ'l時代にかけての複合遺

跡であることが確認された。 神埼工区の内祇園l~i地区では奈良時代の官逍確認のため 2 箇所の

試掘溝を設定したところ、大部分は中世の溝で破壊されたていたが、一部路庇と力えられる土

肘の堆積が確認されな城li:l地区では大型の柱穴、溝餅、土濱及び14-15世紀の土師器小皿、

鉢、出,'f木札、人形が検出され、通称「元駐敷Jと呼ばれているように勢枢寺城l堤述の届敷跡

であることが確認された．

(2)佐買西部地区

佐n市 ：久保泉東部地区 ・久保泉洒部地区 ・金立籍1部地区 ・兵庫南部地区、多久市 ：硲木）ii 
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内地区．川品I)町：川副中部地区の6地区において遺跡の存在を確認した。

久保泉東部地区では竪穴住居跡、 土廣．溝跡等及び弥生土召、須思器書 土師呂が検出され弥

生時代から古墳時代に至る複合遺蹄であることが確認された。久保泉西部地区においては竪穴

住居蹄、土濱、溝踪及び弥生土沿、土師器が検出され、弥生時代から古墳時代の集落跡である

ことが確認された。金立南部地区では土漿、小穴及び弥生土吾が検出され弥生時代の集落％で

あることが雑籾された。また兵庫市部地区においては土濱、清跡及び弥生土若、土閥器が検tll

され弥生時代から古墳時代の渠沼跡であることが確認された。更に多久市高木川内地区におい

ては土濱、清跡、小穴及び凶磁器が検出され中世から近世の集落跨であることが確認された結

呆、高木川内遺跡として周知化した。川副中部地区の早沖江地区では中世から近世にかけての

溝跡及び土師器が検出された結呆、中世の集裕跡であることが確認された。また饂江地区では

中世の土漿、小穴及び土暉凸、四磁若が検Illされ、集落跡であることが確認された。

(3) l!i.ll南部地区

白石町： 白石西第三地区 ・白石西第四地区、の2地区において遺跡の存在を館認した。

白石西第三地区では中世末から近世初頭と名え られる棺桶秘 1甚が検：,,, され、その掘りブ,J:.

部には折敷と考えられる板材があり、その上から 2個の小皿が出土した。白石第四地区では．

弥生時代から古頃時代の土演及び遺物が検出され、集落枕の周辺部であることが確認された。

(4)佐n北部地区

佐買北部地区では、若干の遺物が出土したのみで遺路は確認されなかった。

(5)佐買上場地区

l廿津市：上場II期地区 （湊地区）において弥生時代から中世の包含肘及び這構を検出し、集

裕跨であるこ とが確認された。

(6) 筑後川ード液lll*llば業

水路揺削—f·定の千代EU町原の町地区内で、 •I•世から近世にかけての集沿跡を確認した。

〇文化財発掘関宍

(I) l□;r,1.; 時代ー縄文時代

この時代については西田遠跡 u心栖市）、邸擁三本桜遺跡 <•I•脱町）、 i¥藤遺跡 ・堤土!.¥U: 

峠町）、上石動追師（東存似村）、打別当神社這跡（千代田町）、村徳永遺跡（佐買iii)、rr-木場

1洲田遺跡 ・1'i'牟m西山遺蹄・湊松本迫跡 (J;邪It市）、新木場東遺蹄 (J肥前町）の11遺跳が潤査さ
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れている。

これらの内、西田遺跡は守扱山系から派生する丘陵部に立地しており、広範囲に縄文時代早

期の集石遺構、土濱、中期の埋甕等が検出された。また、多量の土臼、石送も出土した。八藤

遺跡・堤土塁もまた行振山系から派生する丘陵部に位置しており 、縄文後期を中心とした土擦

が検出された。また、フレイク、チップが多量に集中する部分があり石お製作の場として認識

された。竹木場前田遺跡書菅牟田西山遺跡共に上場台地の丘陵部に位汲し、旧石器時代のナイ

フ形石呂、角錐状石呂、細石核及び縄文時代の石鏃、石匙、 1曇己等が出土している。湊松本遺

跡は上場台地から潅岸に下った砂丘のうえに位蓄しており、縄文時代後期の土濱墓が検出され

た。 また、 遺物包含層からは後期の~I片鏃、 つまみ形石呂守が出土している。新木場東遺踪は

上場台地の丘陵部に位霊し、旧石呂時代のナイフ形石器、剥片尖頭呂、 彫器、 細石刃等が出土

したほか、 縄文時代の土擦及び土送、石器が検出された。その他、上石動遺跡、責別当神社遺

跡、 村徳永遺跡から縄文晩期の土濱が検出され、遺物 も出土した．茄柳三本桜遺跡からは縄文

前期の遺物包含層が検出された．

(2)弥生時代

この時代については鈴町遺跡 （基山町）、 養父遺跡 （応栖市）、拾徳遺跡（中原町）、八藤遺跡・

堤六本谷遺踪 ・ 堤土~(上峰町）、井手遺跡・迎田遺跡 I·11 (神埼町）、責別当神社遺跡（千

代田町）、村徳永遺跡 ・瓦町遺跡・久富遺跡・原ノ町遺跡 ・南宿遺跡 （佐賀市）、四反田遺跡（多

久市）、船野遺跡 （白石町）、則重遺跡（鹿島市）の17例の綱査例がある。鈴町遺跡は届状地に

立地しており 、中期の甕棺墓及び土擦が検出されている。 養父遺跡は秋光川によって形成され

た扇状地に立地しており、後期後半の竪穴住居跡が検出され大規撲な集落跡の存在が確認され

た。八藤遺跡、堤六本谷遺跡、堤土塁は守振JlJ系から派生した丘陵上に立地しており、竪穴住

居跡、土濱等が散在して検出されている。迎田遺跡 I・IIは町北西部の徴高地上に位置しており、

後期の竪穴住居踪 (9棟）、土濱、甕棺 (1甚）、溝跡が検出されている。井手遺跡からは澤跡

が検出されている。賣別当神社遺跡では中期を中心とした土濱、貯蔵穴、井戸跡等が検出され

た。遺物も弥生前期から後期の土?J(甕、壺、高杯、沿台等）｀石沿（砥石、世1石、閉石、石鏃

等）、木製品（梯子）、土製品等多量が出土している。特に、 中期の土濱から出土した梯子は使

用状況がよくわかる好資料である。佐賀市の各遺跡は脊扱LlJ系南麓に広がる沖積平野に位霞し

ている。村徳永遺跡は後期を中心とした竪穴住居跡 (40軒以上）、掘立柱建物跡、井戸跡、 土擦、

溝跡等が検出されており ー大集落をなすことが確認された。瓦町遺跡は中期を中心とした土濱、

柱穴、溝跡等が検出されている。大溝には棚路施設、杭列等人為的施設も付属している。遺物

は大溝、土擦等からの多量の土器（壺． 甕．鉢、沿杯、西台等）、石沿（石包T、石皿、石剣等）、

木製品 （漆塗り木製召j杯、漆塗り木製皿、竪杵、槌、鍬、鋤、槽、臼、梯子．匙等）が出土し
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ている。その他、久宮遺跡は中期初頭の竪穴住居跡、土擦、溝が、原ノ町遺踪は前期の貯蔵穴

が、南宿遺跡は中期から後期の攘立柱連物遺跡、土濱、 fll形区溝状遺構、井戸跡が検出されて

いる。 1!!1反田遺跡は後期から古墳時代初頭の竪穴住居跡、溝跡が検出された。遺物は土缶、石

沿の他に竪穴住居跡の床面直上から小型内行花文佑製鏡片が出土した。船野遺跡は杵島山系の

東傭の水田地帯に立地している。掘立柱建物跡 1棟が検出されており、丸太を井桁状に組んだ

上に礎板を乗せ、その上に柱を据えるという二重構造をもつ。遺物は中期を中心とした土呂、

石呂のほかに鋤、鍬、杓子、槽、石斧柄等の木製品が多量に出土した。則重遺跡は中illによっ

て形成された扇状地上に位置し、中期から古墳時代初頭にかけての竪穴住居跡 (6棟）、土濱、

等が検出された。

(3)古墳時代

この時代については養父遺跡・西田遺跡 (A栖市）、上石動遺跡（東脊振村）、 寺浦遺跡、久

富遺跡・阿店遺胚・礫木遺筋 ・南宿遺跡（佐賀市）、且I)重遺跡（鹿島市）の9件が調査されてい

る。

養父遺跡では、弥生時代終末から古墳時代初期の竪穴住居跡 (8棟）、土濱等の遺構及び土師

径等の遺物が検出され、この地域の集蕗の変遷を知るうえで重要な資料である。西田遺跡から

は一辺が15m以上になる方墳の周溝の一部が検出された。上石動遺踪では慣穴式石室を内部主

体とする円墳2墓が検出された。佐賀市の各遺跡は存扱山系の南に広がる沖積平野に位置して

いる。中でも東石田遺跡では竪穴住居跡 (51棟）、狐立柱逹物跡 (28t寮）、土濱、隕跡、溝跡等

の遺構が検出され、この地墳の中心的な集落跡であることが解かった。その偏、久富遺跡では

掘立柱建物跡、大溝、井戸、土擦、阿高遺跡では掘立柱逹物跡、井戸、土濱、溝跡、楔木遺跡

では揺立柱建物跡、 土濱、寺裏遺跡では土濱喩井戸、南宿遺跡では井戸が検出されている。 llJ

重遺踪では弥生代終末から古墳時代初頭の竪穴住居跡 (3棟）、 土濱が検出されている．

(4)古代（奈良時代 ・平安時代）

この時期の遺跡としては養父遺跡 (.~栖市）、八藤遺跡・堤六本谷遺跡・堤土塁（上峰町）、

拾徳遺跡・石柳三本桜遺跡（中尿町）、迎田遺跡1・11区 ・迎田遺跡田区・IV区（神埼町）、村徳

永遺跡・原ノ原遺跡・東高田遺跡跡・楔木遺跡（佐賀市）、多田遺跡（臼石町）の13例が調査さ

れている。

養父遺跡では弥生時代等の遺構に混しって奈良時代の溝跡が検出されている。八籐遺跡、堤

土塁は連続した遺跨で奈良時代の掘立柱建物跡、土擦、溝跡等が検出され、遺物も土価呂、須

恵器が出土している。これらの遺構は「堤土g」の解明に好資科となると考えられる。堤六本

谷遺跡でも、掘立柱娃物跡、土擦等が検出され、八藤遺跡、堤土塁と一連の遺跡と考えられる。
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迎田遺跡 I・II区では平安時代の掘立柱建物跨、井戸跡が検出され、井戸跡から土師器椀、杯、

甕等が出土した。迎田遺跡111・IV区では古代官道を詞査したところ、砂層の硬化面及び溝状遺

情が検出されたが官道跡として確定は困鯖であった。村徳永遺跡では流水路が検出され、土師

凸、須忠岱、烈色土器等が出土している。原ノ町遺跡では古墳時代から奈良時代にかけての竪

穴住居跡、掘立柱建物踪、憬列、溝跡等が検出され．土師呂、須思西の杯、Ill!.甕、壺等の遺物

が出土している。東高田遺跡では竪穴住居跡、掘立柱建物跡 (12棟以上）、土濱、 溝跡が検出さ

れている。楔木遺跨では平安時代の井戸踪、土擦が検出されている。多田遺跡は杵島山系の東

債に広がる水田地岱に位霞しており、 平安時代初期に「多駄Jと称される荘団が存在したこ と

が文献」．：から窺える。 潤査の結果、土濱、溝跡等が検出され•• 「神」、「浄」、「込」達の輿体字の

品杏土沿3点も出土している。

(5)中世（鎌介時代・ 至町時代）

この時代については原古賀遺跡 • 本村遺跡 tr.~栖市）、鈴町遺跡（基山町）、 上石動遺跡（東

布級村）、井手遺跡（神埼町）、原の町西遺院（千代[[I町）、村徳永遺跡 ・阿硲這趾 ・寺裏遺跡 ・

畔敷 遺跡・原ノ町遺跡 ・東硲田遺跡 ・酎術遺粉 .~t術遺跡（佐双市）、四反m遺粉（多久市）、

正扇［寺遺跡(~&~市）、糸岐川南遺路（太良町）、湊松本遺跡 (I廿渉市）の18遺跡の岡査が実施

されている。

原古双遺跡は安良川の右1;1、大楠集落の店台を下った所に位訳し、祭祀に関係すると芍えら

れる土濱、石組状遺構が検出され、遺物も鉗銭等IJQ述するものが出土している。本村遺跡は存

扱u」系から派生した丘陵先溢部に位囚し、寺在に関述すると名えられる池状遺構.土漿が検出

されている．頂復した土漿埋土からはば鉢、土鉛、瓦苫、サ磁等の遺物が大絨に出土した。」：

石動遺跡では掘立柱建物跡.:I: 罹澤が検出された。井手遺跡では揺立柱建物跡會溝踪、遺物包

含州が検出され．溝跡、包含府からは14-15世紀の土師沿、鉢、漆召椀、木製品が大依にIll±

した。 Jf,iの町洒遺跡はクリークに囲まれた平野部に位沢し、酒鉢が検出されているとともに土

証西、瓦1t土岱、輸人泊沿守大:!ii:の遺物が11¥:tしている．樺届敷遺粉では掘立柱建物踪、 ：l:漿、

井戸跡、湛跨が検出され、地元に伝承されているとおりに中世から近世にかけての舘跡である

ことが静った。 1が1'l市の他の遺鉢では土痰.~ り戸跨、澤踪等が検出されているが詳細は和'JIで

ある。 四反田遺％では揺立柱娃物跡書土漿溝等が検出されている。正鼠i地遺跡では土演、滋

跨が検Iiiされ、若千の土師四粗磁沿が出土した。糸岐川jfj遺格は河川のIll!析作Jllによって形

成された谷庇平野に位mしており、 掘立柱建物跡、 :I・城、澤跡等が検出され、 こI:師乱怜入籾

磁器が大J;tに出土している。 i癸松本迫跡では拙立柱建物跡、井戸跨、池状迫構等が検111され、

迫物は土師岱、須忠釘:I:四綸入9匂磁岱、及び下駄、唸、桶、曲物等の木製品が出土している。
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(6)近世（安土 ・桃山時代以降）

この時期の遺跡については本村遺跡（鳥栖市）、堤六本谷遺路（神埼町）．原の町西遺跡（千代

田町）、篠木野遺跡 ・寺裏遺跡 ・楕屁敷遺跡 ・北宿遺踏（佐賀市）、鳥ノ巣遺跡（白石町）、正願

地遺跡（鹿島市）、糸岐}II南遺跡（太良町）の10件の調査が実施されている．

本村遺跡では揖立柱建物跡のほか索焼きの大甕が検出され、内部からほ鉢、小甕が出土した。

堤六本谷遺跡、篠木野遺跡、梅屋敷遺跡、北宿遺路、正願地遺跡では井戸跡、土擦等の遺構が

検出された。寺裏遺跡では桶棺墓、甕棺墓が検出されている。烏ノ巣遺跡では土濱、溝踏が検

出された。土擦はいずれも浅く、遺物は土師質土苗．閲磁送が若干出土した。糸岐川宙遺跡で

は小穴群が検出され、掏磁苗等の遺物が出土した。

以上、佐賀県内において平成2年度に実施された農業基槃整偏事菜に係る埋蔵文化財の確認

調査、及び本調査に関する概要を付記したが．近年少数の市町村に基盤整偏事業が集中する傾

向が弧まっており、文化財の保護と開発事業との関整が更に困難となっている。文化財の保護

部局と開発部局との円滑な調整について、 ．より一層の努力が求められるところである．
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